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鈴
木
交
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
（
下
）

中

村

勝

範

　
「
螢
働
運
動
は
種
々
の
方
面
及
び
組
織
に
て
勢
を
檜
し
、
成
金
の
檜
し
、
物
贋
の
騰
貴
す
る
と
共
に
、
同
盟
罷
工
が
増
加
し
、
昨
年
六
月
一

　
日
、
友
愛
會
主
催
の
下
、
神
田
青
年
會
館
に
全
國
勢
働
大
會
を
開
催
し
、
鈴
木
、
吉
松
の
二
人
を
渡
米
せ
」
め
、
澁
澤
等
が
就
辮
演
読
し
、
鈴

　
木
等
が
出
焚
せ
し
時
、
會
員
歎
が
六
千
五
百
名
、
翌
一
年
、
露
朝
せ
し
時
一
萬
百
名
に
増
加
し
、
昨
年
九
月
、
再
び
渡
米
し
、
本
年
一
月
、
露

　
朝
せ
る
時
、
會
員
が
三
萬
を
越
え
、
街
ほ
本
年
二
月
、
友
愛
會
神
戸
聯
合
會
が
組
織
さ
れ
、
五
月
、
大
阪
聯
合
禽
が
組
織
せ
ら
れ
、
九
月
、
友

　
愛
會
東
京
印
刷
工
組
合
が
成
る
。
（
中
略
）
枇
會
蓮
動
、
勢
働
運
動
の
起
る
は
近
年
の
風
潮
な
り
と
し
、
露
國
に
悲
滲
な
る
革
命
起
る
に
件
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

　
之
に
多
少
の
刺
戟
を
與
ふ
る
所
あ
り
、
當
業
者
に
於
て
憂
慮
を
禁
ず
る
能
は
ず
」

と
、
『
同
時
代
史
』
の
著
者
は
大
正
六
年
の
杜
會
・
螢
働
蓮
動
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
生
み
だ
し
た
肚
會
は
「
世
界
大
戦
の
進
行
す
る
に
件
ひ
、
必
需
品
に
關
係
あ
る
業
者
が
暴
利
を
射
り
、
奢
修
に
耽
り
、
人

を
人
と
も
思
は
ざ
る
の
髄
た
ら
く
な
る
に
反
し
、
日
々
の
生
計
に
追
は
る
玉
者
が
米
慣
の
騰
貴
に
苦
し
み
、
人
を
怨
み
、
世
を
呪
ひ
、
事
の
起
れ

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
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一
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治
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大
正
螢
働
蓮
動
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六
　
　
　
（
四
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二
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（
註
2
）

か
し
に
望
む
」
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
農
商
務
・
内
務
爾
大
臣
の
名
を
も
つ
て
米
穀
類
、
鐵
類
、
石
麦
、
綿
蘇
お
よ
び
綿

布
、
紙
類
、
染
料
、
藥
品
等
を
買
占
め
費
惜
み
を
な
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
「
暴
利
を
目
的
と
す
る
費
買
の
取
締
に
周
す
る
件
」
を
大
正
六
年
八

月
三
〇
日
附
官
報
で
公
布
し
、
即
日
施
行
さ
れ
た
。
政
府
も
物
慣
騰
貴
に
よ
つ
て
貧
富
の
懸
隔
は
な
は
だ
し
く
な
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
二
の
舞
と
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

で
は
い
か
な
く
と
も
い
か
な
る
騒
動
が
お
こ
ら
な
い
と
も
か
ぎ
ら
な
い
と
い
5
憂
慮
か
ら
で
あ
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
農
商
務
省
令
も
効
果
な
く
、
室
前
と
も
い
え
る
物
慣
騰
貴
が
現
出
し
た
。
大
正
三
年
の
物
慣
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
七
年
に

は
二
三
〇
と
な
り
、
こ
の
四
年
間
に
一
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
は
ね
あ
が
る
と
い
う
騰
貴
の
仕
方
で
あ
つ
た
。
こ
の
物
償
の
暴
進
と
と
庵
に
企
業
利

潤
も
増
大
し
た
が
、
螢
働
者
の
賃
銀
の
騰
貴
は
、
は
る
か
に
お
よ
ば
な
か
つ
た
。
大
正
三
年
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
東
京
の
賃
銀
指
轍
は
、
七
年
に

は
一
五
七
で
あ
つ
た
。
お
な
じ
年
間
に
物
慣
が
コ
ニ
O
パ
ー
セ
ン
ト
騰
貴
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
銀
の
騰
貴
は
物
贋
騰
貴
の
牛
分
に
も
お

よ
ば
ぬ
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
つ
た
。
か
く
て
實
質
賃
銀
は
大
正
三
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
下
し
た
。
大
正
六
年
か
ら
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

ト
ラ
イ
キ
が
急
激
に
増
加
し
た
の
は
弊
働
者
の
生
活
程
度
が
低
下
L
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
時
事
新
報
』
は
そ
の
肚
論
に
お
い
て
「
時
局
關
係
の
事
業
に
從
事
す
る
者
は
敦
れ
も
驚
く
可
き
莫
大
の
利
盆
を
牧
め
な
が
ら
螢
働
者
に
饗
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
ミ
ム
マ
ム

給
與
は
甚
だ
薄
く
し
て
生
計
最
少
必
要
額
に
さ
へ
達
せ
ざ
る
も
の
少
か
ら
ざ
る
を
思
ふ
と
き
は
物
債
騰
貴
に
伴
う
螢
銀
の
引
上
を
目
的
と
す
る
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

來
の
同
盟
罷
業
に
就
い
て
は
雇
主
も
亦
そ
の
責
任
を
分
た
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
の
べ
て
、
勢
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
雇
主
側
に
も
責
任

が
あ
る
と
警
告
し
た
。

　
こ
の
大
正
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
春
に
室
蘭
の
日
本
製
鋼
、
六
月
に
長
崎
造
船
所
、
年
末
に
淺
野
造
船
お
よ
び
横
濱
ド
ッ
ク
．
に
大
規
模
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

が
起
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
史
上
一
時
期
が
劃
さ
れ
た
。
大
正
元
年
か
ら
同
七
年
ま
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
件
籔
は
四
九
件
、
四
七
件
、
五
〇
件
、
六
四
件
、

｝
O
八
件
、
三
九
八
件
、
四
｝
七
件
と
な
つ
て
お
り
、
こ
れ
に
参
加
し
た
人
員
も
五
七
三
六
人
、
五
二
四
二
人
、
六
九
〇
四
人
、
七
八
五
二
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

八
四
一
八
人
、
五
七
三
〇
九
人
、
六
六
四
五
七
人
と
い
う
藪
字
が
で
て
い
る
。
こ
う
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
の
激
化
は
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
勢
働



者
の
實
質
賃
銀
の
低
下
は
巽
げ
詮
雪
臼
8
目
甘
一
目
q
日
に
さ
え
達
し
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
つ
た
が
、
　
こ
れ
を
取
締
る

側
の
永
田
秀
次
郎
警
保
局
長
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
た
い
す
る
考
え
は
次
の
ご
と
く
で
あ
つ
た
。

　
「
ナ
ニ
此
頃
の
同
盟
罷
工
は
贅
澤
な
ス
ト
ラ
イ
キ
の
様
ぢ
や
な
い
か
、
と
云
ふ
の
は
職
工
の
方
で
生
活
費
に
苦
し
ん
で
居
る
結
果
、
工
場
主
に

　
迫
つ
て
賃
銀
を
要
求
す
る
と
云
ふ
の
で
は
な
く
て
、
會
肚
が
ウ
ン
と
儲
け
て
居
る
か
ら
自
分
達
も
其
利
盆
の
配
分
に
與
ら
う
と
云
ふ
肚
ぢ
や
な

　
い
か
ね
、
こ
う
云
ふ
ス
ト
ラ
イ
キ
は
工
場
主
の
方
と
職
工
の
側
と
が
お
互
に
少
し
く
老
へ
れ
ば
課
な
く
牧
ま
り
が
つ
く
と
思
ふ
が
ね
…
…
當
局

　
者
の
方
で
は
職
工
の
方
が
正
當
な
手
段
を
取
り
飢
暴
を
し
な
い
以
上
干
渉
は
決
し
て
し
な
い
、
又
干
渉
の
仕
や
う
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
飢
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
註
8
）

　
な
學
動
が
あ
れ
ば
容
捨
な
く
取
締
る
が
警
保
局
は
取
締
り
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
の
で
ス
ト
ラ
イ
キ
の
根
治
策
迄
は
考
へ
て
居
な
い
よ
」

と
、
螢
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
贅
澤
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
つ
た
。
永
田
警
保
局
長
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
た
だ
取
締
り
さ
え
す
れ
ば
よ
か
つ
た
。
ま

た
そ
れ
が
肚
會
主
義
の
影
響
を
う
け
た
り
、
肚
會
主
義
者
に
煽
動
さ
せ
ら
れ
た
り
、
ま
た
肚
會
主
義
的
主
張
を
も
つ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
胸
を

　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

な
で
お
ろ
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
m
）

　
肚
會
主
義
と
勢
働
者
と
の
む
す
び
つ
き
は
永
田
警
保
局
長
の
い
う
と
お
り
た
し
か
に
な
か
つ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
は
肚
會
主
義
の
影
響
に
よ
る
も

の
で
も
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
螢
働
者
の
組
織
と
も
そ
れ
ほ
ど
關
係
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
螢
働
組
合
が
大
正
元
年
か
ら
同
七
年
ま
で

に
新
た
に
設
立
さ
れ
た
数
は
五
、
六
、
六
、
四
、
　
一
三
、
　
一
四
、
　
一
一
と
な
つ
て
い
る
。
　
一
鷹
檜
加
の
傾
向
は
み
え
る
が
、
こ
の
組
合
数
の
檜
加

傘
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
獲
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
自
覧
し
た
螢
働
者
の
組
織
化
と
は
必
ず
し
も
直
接
に

關
係
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
大
正
六
・
七
年
に
お
け
る
急
激
な
ス
ト
ラ

イ
キ
の
檜
加
は
肚
禽
主
義
の
影
響
に
よ
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
急
激
に
勢
働
者
が
階
級
意
識
に
目
ざ
め
た
の
で
も
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
を
逆
に

い
え
ば
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
肚
會
主
義
者
の
指
導
が
な
く
と
も
、
ま
た
螢
働
組
合
が
設
立
さ
れ
て
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
を
ま
た
な
く
と
も
稜
生
し
な
い

で
は
お
れ
な
い
ま
で
に
矛
盾
が
深
化
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
そ
こ
に
は
組
織
化
さ
れ
、
統
］
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
行
動
は
な
か
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治
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大
正
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四
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つ
た
。
し
か
し
組
織
化
と
統
一
と
が
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
に
こ
の
時
代
の
矛
盾
と
い
う
も
の
を
浮
彫
り
さ
せ
て
く
れ
る
。

は
組
織
と
指
導
を
ま
つ
て
お
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

螢
働
者

（
註
1
）
　
三
宅
雪
嶺
『
同
時
代
史
』
第
五
巻
（
昭
和
二
八
年
二
月
、
岩
波
書
店
）
六
九
1
七
〇
頁
。
な
お
二
月
に
友
愛
會
神
戸
聯
合
會
、
五
月
に
は
友
愛
會
大
阪
聯

　
合
會
が
組
織
さ
れ
た
と
あ
る
が
筆
者
は
ま
た
こ
の
鮎
に
つ
い
て
確
か
な
資
料
を
も
つ
て
い
な
い
。
『
勢
働
及
産
業
』
の
「
友
愛
會
支
部
所
在
地
一
覧
」
に
神
戸
お

　
よ
び
大
阪
の
聯
合
會
名
が
出
て
く
る
の
は
第
七
二
號
す
な
わ
ち
大
正
六
年
八
月
號
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
同
誌
第
六
六
號
（
大
正
六
年
二
月
號
）
の
「
友
愛
會

　
活
動
の
一
斑
」
に
は
「
紳
戸
聯
合
會
設
立
の
計
豊
」
と
い
う
小
記
事
が
あ
り
、
ま
た
七
〇
號
（
大
正
六
年
六
月
號
）
の
「
大
阪
に
於
け
る
友
愛
會
」
に
は
「
大
阪

　
友
愛
會
、
聯
合
會
を
組
織
し
て
運
動
の
氣
蓮
を
新
な
ら
し
め
ん
と
し
て
居
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
後
爾
聯
合
會
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
記
事
は
見
當
ら
な
い
。
前

　
述
の
ご
と
く
第
七
二
號
に
は
爾
聯
合
會
名
が
突
如
と
し
て
で
て
く
る
。
友
愛
會
東
京
印
刷
工
組
合
の
設
立
は
『
同
時
代
史
』
に
あ
る
ご
と
く
九
月
二
日
で
あ
る
。

　
こ
の
印
刷
工
組
合
の
理
事
長
お
よ
び
副
理
事
長
（
二
名
）
に
は
友
愛
會
の
鈴
木
丈
治
、
油
谷
治
郎
七
、
久
留
弘
三
の
三
人
が
就
任
し
た
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
五

　
號
・
大
正
六
年
一
一
月
號
の
「
友
愛
會
東
京
印
刷
工
組
合
成
る
」
お
よ
び
「
友
愛
會
活
動
の
一
斑
」
）
。

（
註
2
）

（
註
3
）

（
註
4
）

（
註
5
）

（
註
6
）

（
註
7
）

前
掲
『
同
時
代
史
』
六
八
頁

右
同
書
六
九
頁

信
夫
清
三
郎
『
大
正
政
治
史
』
第
二
巻
（
昭
和
二
六
年
一
〇
月
、
河
出
書
房
）
五
四
一
頁

「
同
盟
罷
業
の
流
行
」
（
『
時
事
新
報
』
大
正
六
年
八
月
一
目
）

前
掲
『
大
正
政
治
史
』
第
二
巻
五
四
三
頁

大
正
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
檜
加
は
ス
ト
ラ
イ
キ
史
上
一
時
期
が
劃
さ
れ
る
こ
と
は
次
の
表
に
よ
つ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う

箏
議
」
『
肚
會
経
濟
盟
系
』
第
七
巻
所
牧
、
昭
和
二
年
五
月
、

同同同同（明
　　　自治年＿＿＿＿轟七
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件
　
教

　
三
二

　
四
三

　
一
五

　
一
一

　
一
八

参
加
人
員

三
、
五
一
七

六
、
二
九
三

四
、
二
八
四

一
一
、
一
二
　
一
山
ハ

一
、
九
四
八

　
　
目
本
評
論
肚
、

一
件
平
均
人
員

　
　
一
一
〇

　
　
一
四
六

　
二
八
六

　
　
二
一
五

　
　
一
〇
八

一
二
二
頁
）
。

　
　
　
　
　
年
　
　
次

　
　
　
　
同
　
三
＋
五
年

　
　
　
　
同
　
三
十
六
年

　
　
　
　
同
　
三
＋
七
年

　
　
　
　
同
　
三
＋
八
年

　
　
　
　
同
　
三
＋
九
年

　　　　　　件

三九六九八激

参
加
人
員

一
、
八
四
九

一
、
三
五
九

　
八
七
九

五
、
〇
一
三

二
、
〇
三
七

（
『
赤
松
克
麿
「
勢
働

一
件
平
均
人
員

　
二
三
一

　
　
一
五
剛

　
　
一
四
六

　
二
六
四

　
　
一
五
六



同同同同同

　
　
大
正

　
　
同
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同

　
　
同

（
註
8
）

（
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9
）
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註
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0
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八
五
二

八
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四
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二

一
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三

　
六
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二
八

二
九
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九
五

一
一
七

一
一
二

一
五
八

一
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三

　
七
八
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三
九
八

四
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七

四
九
七

二
八
二

二
四
六

二
五
〇

二
六
三

三
三
三

二
九
三

五
〇
〇

五
七
、
三
〇
九

六
六
、
四
五
七

六
三
、
二
二
七

三
六
、
三
七
一

五
八
、
二
二
五

四
一
、
五
〇
三

一
二
五
、
　
一
　
二
山
ハ

五
四
、
五
二
六

三
九
、
四
一
五

四
六
、
〇
一
〇

一
四
四

一
五
九

一
二
七

一
二
九

二
四
〇

一
六
六

一
三
〇

一
六
三

一
三
四

　
九
二

　
　
　
『
時
事
新
報
』
大
正
六
年
八
月
三
日

　
　
　
右
同

　
　
　
大
正
六
年
四
月
、
寺
内
内
閣
の
も
と
で
総
選
畢
が
行
わ
れ
た
と
き
、
堺
利
彦
が
東
京
市
選
出
の
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
し
た
。
得
票
籔
は
二
五
票
で
、
こ

れ
は
木
下
術
江
が
明
治
三
八
年
同
じ
く
東
京
市
か
ら
立
候
補
し
て
三
二
票
を
獲
得
し
た
票
よ
り
七
票
す
く
な
か
つ
た
。
こ
の
時
の
當
選
者
二
名
の
う
ち
最
高
鮎

者
鳩
山
一
郎
は
二
六
七
六
票
で
あ
つ
た
。
次
鮎
一
四
五
〇
票
、
堺
は
次
黙
の
第
二
一
位
で
あ
つ
た
（
『
時
事
新
報
』
大
正
四
年
四
月
二
二
目
）
。
も
っ
て
當
時
の
肚

會
主
義
者
が
杜
會
に
占
め
て
い
た
重
さ
の
一
斑
が
知
れ
よ
う
。
な
お
『
勢
働
及
産
業
』
第
六
六
號
（
大
正
六
年
二
月
號
）
に
は
次
の
よ
う
に
友
愛
會
が
政
治
運
動

を
拒
否
す
る
理
由
を
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
▲
杜
會
主
義
者
の
堺
枯
川
が
肚
會
窯
を
標
榜
し
て
代
議
士
に
打
っ
て
出
で
や
う
と
し
て
居
る
の
に
友
愛
會
が
勢

働
黛
を
組
織
し
て
代
議
士
の
壬
二
名
も
出
さ
ぬ
と
は
ウ
ソ
だ
と
云
ふ
投
書
が
來
た
▲
友
愛
會
は
杜
會
主
義
で
は
な
い
か
ら
堺
枯
川
の
眞
似
を
す
る
必
要
も
な
い

勢
働
者
の
勢
力
を
代
表
す
る
議
員
の
必
要
は
あ
る
が
今
日
の
場
合
友
愛
會
が
政
治
蓮
動
と
一
つ
に
な
る
こ
と
は
考
へ
も
の
だ
」
（
坂
本
正
雄
「
急
調
緩
調
」
）
。

二

　
前
節
で
の
べ
た
よ
う
に
孚
議
の
激
獲
す
る
な
か
で
こ
の
こ
ろ
最
大
の
螢
働
組
合
で
あ
つ
た
友
愛
會
と
、
こ
の
禽
長
の
椅
子
に
つ
い
て
い
た
鈴
木

文
治
は
ど
の
よ
う
な
反
鷹
を
し
め
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
こ
の
鮎
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動

三
九

（
四
八
五
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
　
　
（
四
八
六
）

　
ス
ト
ラ
イ
キ
皮
上
一
時
期
が
劃
さ
れ
た
、
と
さ
れ
る
こ
の
時
代
に
あ
つ
て
鈴
木
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
た
い
す
る
考
え
は
衣
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ

た
。
す
な
わ
ち
「
同
盟
罷
工
の
流
行
は
我
等
の
最
も
忌
む
所
、
日
本
螢
働
者
の
實
力
と
日
本
肚
會
の
現
状
に
取
り
て
、
一
暦
こ
れ
を
避
け
ざ
る
べ

か
ら
ざ
る
も
の
な
る
こ
と
を
思
ふ
の
で
あ
る
。
日
本
の
螢
働
者
に
は
ま
だ
く
種
々
の
意
昧
に
於
て
『
力
』
が
出
來
て
居
な
い
。
徒
に
雫
を
好
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
ユ
）

ん
よ
り
は
、
寧
ろ
隠
忍
し
て
『
力
』
を
養
ふ
べ
き
時
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
で
あ
つ
た
。

　
日
本
の
螢
働
者
に
は
カ
が
備
わ
つ
て
い
な
い
、
今
は
隠
忍
し
て
カ
を
養
う
べ
き
と
き
だ
と
い
う
の
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
昂
揚
期
に
お
け
る
鈴
木
の

一
貫
し
た
主
張
で
あ
つ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
は
と
に
も
か
く
に
も
「
我
等
の
最
も
忌
む
所
」
で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
實
に
獲
生
し
て
い
る
ス

ト
ラ
イ
キ
は
何
故
起
る
の
か
、
と
い
う
黙
に
つ
い
て
彼
も
考
え
、
そ
の
理
由
を
三
つ
學
げ
た
。
す
な
わ
ち

　
一
、
種
々
の
刺
戟
に
よ
り
て
近
來
螢
働
界
の
自
畳
が
著
し
く
高
ま
り
來
つ
た
こ
と
。

　
二
、
螢
働
者
の
自
畳
せ
る
に
拘
ら
ず
雇
主
井
に
其
代
理
者
と
も
見
る
べ
き
中
間
者
が
依
然
と
し
て
保
守
的
な
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

　
三
、
激
洲
戦
飢
の
結
果
物
債
の
騰
貴
著
し
き
に
拘
ら
ず
賃
銀
其
他
の
螢
働
者
の
牧
入
之
に
件
は
ざ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

の
三
つ
で
あ
る
。
第
一
の
「
種
々
の
刺
戟
」
と
い
う
黙
に
つ
い
て
彼
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
工
場
法
の
施
行
、
簡
易
保
瞼
の
實
行
、
勢
働
團
艦
の

演
読
講
演
、
政
治
蓮
動
の
影
響
、
海
外
螢
働
團
髄
の
消
息
の
傳
達
と
い
う
も
の
も
あ
つ
た
が
、
何
と
い
つ
て
も
勢
働
者
の
あ
い
だ
に
お
け
る
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

の
普
及
、
知
識
の
稜
達
に
飾
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
た
。
鈴
木
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
を
普
通
教
育
の
普
及
に
主
と
し
て
も
と
め
て
、
螢
働
者

暦
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
も
の
を
副
次
的
に
考
え
た
。
こ
の
こ
と
は
ス
ト
ラ
イ
キ
襲
生
原
因
の
最
後
の
原
因
と
し
て
彼
が
物
贋
騰
貴
、
螢
働
者

の
低
賃
銀
を
あ
げ
て
い
る
黙
と
共
通
し
た
考
え
方
か
ら
襲
想
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
螢
働
者
の
自
畳
に
つ
い
て
鈴
木
は
衣
の
よ
う
に
論
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
雇
主
や
監
督
の
任
に
あ
た
る
者
の
考
え
が
螢
働
者
の
自
畳
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
註
5
）

俘
わ
ず
奮
態
依
然
と
し
て
い
て
、
萬
事
高
飛
車
に
で
る
の
で
螢
働
者
の
心
李
か
な
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
資
本
家
の
虎
の
威
を
か
り
る

中
間
者
の
存
在
が
螢
働
者
の
成
長
の
妨
げ
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
中
間
者
は
傲
慢
不
遜
に
勢
働
者
に
向
う
だ
け
で
な
く
、
彼
等
の
あ
い



だ
に
は
贈
賄
牧
受
の
弊
風
が
行
わ
れ
て
、
入
職
す
る
に
も
、
昇
級
す
る
に
も
何
程
か
の
「
袖
の
下
」
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
工
場
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

お
け
る
勢
働
者
の
不
李
、
不
満
の
種
に
な
り
、
こ
れ
が
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
つ
て
爆
襲
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
原
因
に
つ
い
て
指
摘
す
る
黙
は
、
戦
孚
の
影
響
で
物
慣
の
騰
貴
が
い
ち
じ
る
し
く
な
つ
た
が
、
賃
銀
は
か
な
ら
ず
し
も
こ
れ
に
俘
わ
ず
、

牧
入
は
増
加
し
た
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
そ
の
多
く
は
残
業
、
夜
業
と
い
う
螢
働
彊
化
の
結
果
で
あ
る
。
し
か
も
工
業
主
側
に
は
幾
多
の
成
金
が
で

て
お
り
、
さ
か
ん
に
成
金
ぶ
り
を
震
揮
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
勢
働
者
た
る
も
の
の
心
李
か
な
る
は
ず
が
な
い
。

　
以
上
三
つ
の
原
因
が
相
關
連
し
あ
つ
て
、
こ
こ
に
賃
銀
増
加
の
要
求
、
そ
の
他
の
勢
働
條
件
改
善
の
要
求
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
る
。
こ
の
場
合

資
本
家
側
に
は
え
て
し
て
「
保
守
思
想
」
の
人
が
多
く
、
勢
働
者
が
團
結
し
て
要
求
す
る
が
ご
と
き
は
、
い
か
に
そ
の
「
歎
願
書
」
の
形
式
を
も

つ
て
提
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
も
「
不
穏
」
「
不
當
」
等
の
理
由
を
も
つ
て
却
下
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
十
年
二
十
年
前
の
螢
働
者
な
ら
ば
い

ざ
し
ら
ず
、
今
日
の
訓
練
あ
る
勢
働
者
は
こ
の
手
に
乗
ら
な
い
。
こ
う
い
つ
た
と
こ
ろ
に
問
題
は
爆
襲
し
て
容
易
に
牧
拾
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る

の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
鈴
木
の
こ
の
期
の
ス
ト
ラ
イ
キ
観
で
あ
つ
た
。

　
ス
ト
ラ
イ
キ
が
震
生
し
な
い
で
は
い
な
い
事
情
に
つ
い
て
は
鈴
木
も
一
鷹
理
解
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
が
こ
れ
に
賛
成
し
な
か

つ
た
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
拒
否
し
た
の
は
勢
働
者
に
は
「
力
」
が
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
つ
た
。
鈴
木
は
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
も
の
は

資
本
家
と
螢
働
者
と
い
う
も
の
が
肚
會
的
に
封
等
の
立
場
に
あ
り
、
封
等
の
地
位
に
あ
つ
て
こ
そ
意
昧
が
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
る
に
日
本
の
實

際
肚
會
に
お
い
て
は
「
資
本
と
勢
働
」
な
ど
と
い
う
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
ず
、
「
資
本
家
」
は
あ
る
が
い
ま
だ
「
勢
働
者
」
と
い
う
も

の
は
そ
の
濁
立
の
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
雇
傭
の
契
約
を
す
る
時
に
螢
働
者
側
よ
り
契
約
書
を
差
入
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
就
業
中
御
杜

の
御
規
則
堅
く
相
守
る
べ
き
は
勿
論
、
何
時
解
傭
相
成
候
と
も
不
苦
」
と
か
、
な
か
に
は
「
肚
員
は
勿
論
御
肚
の
小
使
に
封
し
て
も
一
切
反
抗
が

ま
し
き
こ
と
申
間
敷
」
と
か
い
う
こ
と
は
書
か
れ
て
い
て
も
勢
働
者
の
権
利
の
確
保
に
關
す
る
よ
う
な
文
句
の
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

か
つ
た
。

　
　
　
鈴
木
文
治
と
大
正
劣
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
　
（
四
八
七
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
　
（
四
八
八
）

　
こ
の
よ
う
に
杜
禽
的
に
猫
立
の
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
勢
働
者
は
、
い
ま
い
た
ず
ら
に
孚
を
好
ま
ん
よ
り
は
む
し
ろ
隠
忽
し
て
力
を
養
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
鈴
木
は
い
う
の
で
あ
る
。

　
鈴
木
が
隠
忽
し
て
や
し
な
う
べ
き
「
力
」
と
か
「
實
力
」
と
は
何
か
、
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
第
一
に
は
個
人
自
身
の
力
、
第
二
に
は
團
龍
と

　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

し
て
の
訓
練
あ
る
こ
と
」
で
あ
つ
た
。
個
人
の
力
、
團
鐙
の
訓
練
と
は
何
か
。

　
ま
ず
個
入
の
力
に
つ
い
て
は
、
「
個
人
の
力
の
養
成
と
は
外
で
は
な
い
、
智
力
、
髄
力
、
辮
力
、
井
に
人
格
の
向
上
襲
達
を
圖
る
の
み
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

同
時
に
出
來
得
る
限
り
浪
費
を
省
い
て
貯
蓄
に
心
が
け
る
こ
と
で
あ
る
」
と
読
明
す
る
。

　
第
一
、
一
の
團
艦
の
訓
練
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
読
明
す
る
。
勢
働
者
は
一
人
な
る
と
き
も
つ
と
も
よ
わ
い
、
こ
の
軍
純
の
力
で
は
資
本
家
と
封

等
の
猫
立
の
地
歩
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
人
で
は
弱
い
螢
働
者
も
藪
の
上
で
は
資
本
家
を
は
る
か
に
上
廻
る
と
い
う
張
み
を
も
つ
て

い
る
。
こ
の
多
数
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
か
た
め
れ
ば
大
磐
石
の
．
こ
と
く
な
る
。
し
か
し
群
衆
の
カ
は
や
や
も
す
る
と
腕
線
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か

ら
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
す
な
わ
ち
こ
こ
に
「
訓
練
」
の
必
要
が
あ
る
。
以
上
個
人
と
し
て
の
實
力
を
完
成
し
、
團
結
と
し
て
の
規
律
節
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

が
あ
つ
た
な
ら
ば
も
は
や
勢
働
者
に
は
別
に
問
題
は
残
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
鈴
木
は
樂
観
す
る
。

　
鈴
木
は
こ
こ
で
勢
働
者
の
團
結
を
た
し
か
に
読
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
團
結
の
力
に
よ
つ
て
杜
會
的
に
濁
立
の
地
位
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
一
九
一
五
年
一
一
月
の
A
・
F
・
L
大
會
で
演
詮
し
た
よ
う
な
「
螢
働
者
は
實
に
共
通
の
敵
を
有
し
又
共
同
の
利
害
を
有

す
。
（
中
略
）
彼
等
資
本
家
は
共
通
の
利
盆
の
爲
め
に
は
、
國
語
の
別
、
皮
膚
の
色
の
差
を
問
は
ず
し
て
、
握
手
し
協
力
し
奮
闘
す
。
我
等
螢
働
者

の
團
髄
も
亦
山
豆
彼
等
に
翼
し
て
一
籍
を
輸
す
べ
け
ん
や
」
と
い
う
よ
う
な
激
し
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
　
つ
ま
り
こ
こ
で
團
結
せ
よ
と
い
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
許
1
0
）

は
、
友
愛
會
の
綱
領
に
あ
る
相
互
扶
助
の
た
め
の
共
同
團
結
に
外
な
ら
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
個
入
の
成
長
と
貯
蓄
、
ま
た
相
互
扶
助
の
た
め
の
土
ハ
同
團
結
を
と
き
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
も
つ
と
も
忌
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
ぜ
ひ
避

け
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
鈴
木
の
主
張
は
ま
だ
こ
の
頃
は
友
愛
會
會
員
の
耳
を
傾
け
さ
せ
る
に
十
分
な
力
を
も
つ
て
い
た
。
た
と
え
ば
あ
る
螢



働
者
は
「
罷
工
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
て
も
わ
か
ろ
う
。

　
「
同
盟
罷
工
？
　
お
い
見
損
く
な
つ
た
か
、
僕
等
は
其
ん
な
非
文
明
的
な
事
に
は
極
め
て
加
盟
が
出
來
な
い
同
盟
罷
工
は
最
後
の
手
段
だ
順
序

　
を
も
履
ま
ず
に
直
ぐ
ス
ト
ラ
イ
キ
と
は
な
ん
だ
、
丸
で
脅
迫
で
は
無
い
か
、
君
の
如
き
人
物
が
居
る
か
ら
友
愛
會
は
肚
會
か
ら
誤
解
さ
れ
る
ん

　
だ
、
資
本
家
よ
り
、
ま
x
つ
子
扱
ひ
に
さ
れ
る
ん
だ
。

　
賃
銀
の
値
上
要
求
も
い
x
が
鯨
り
慾
張
る
な
！
　
い
や
さ
掛
引
を
す
る
な
よ
、
眞
面
目
に
而
も
お
と
な
し
く
や
れ
！
　
資
本
家
と
相
談
的
に
ゃ

　
れ
！
　
其
れ
が
我
々
友
愛
會
々
員
の
取
る
べ
き
道
だ
。
同
盟
罷
工
は
つ
ま
り
喧
嘩
だ
1
喧
嘩
は
野
攣
だ
自
畳
し
た
勢
働
者
の
取
る
べ
き
手
段

　
　
　
　
（
註
1
1
）

　
は
他
に
在
る
」

　
鈴
木
は
一
鷹
ス
ト
ラ
イ
キ
が
稜
生
す
る
原
因
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
。
し
か
し
鈴
木
の
主
張
が
友
愛
會
會
員
の
下
部
に
滲
透
し
て
い
つ
た
と

き
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
焚
生
を
ま
ね
い
た
地
盤
の
老
慮
も
な
く
、
無
條
件
に
ス
ト
ラ
イ
キ
排
斥
と
い
う
型
で
は
ね
か
え
つ
て
き
た
こ
と
は
注
意
し

て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

　
絶
封
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
さ
け
よ
と
い
う
鈴
木
を
會
長
に
い
た
だ
き
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
積
極
的
に
排
斥
す
る
禽
員
を
も
つ
友
愛
會
は
こ
の
ス
ト
ラ

イ
キ
の
昂
揚
期
に
あ
つ
て
も
自
ら
そ
の
中
で
主
役
を
演
ず
る
筈
が
な
か
つ
た
。
鈴
木
は
友
愛
會
傘
下
の
會
員
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
も
つ
と
も
忌
む
べ

き
も
の
と
教
え
、
こ
れ
は
忠
實
に
守
ら
れ
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
忌
避
観
と
共
に
注
目
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
と
き
の

勢
働
者
の
態
度
に
つ
い
て
の
鈴
木
の
考
え
方
で
あ
る
。

　
大
正
六
年
三
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
北
海
道
室
蘭
に
お
け
る
日
本
製
鋼
所
で
一
、
九
二
〇
人
の
勢
働
者
が
賃
金
二
割
上
お
よ
び
夜
勤
手
當

増
額
を
要
求
し
て
八
日
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
つ
た
。
鈴
木
は
事
件
調
停
の
た
め
現
場
へ
で
か
け
た
が
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
卒
穏
欝
粛
で
、
態

度
と
い
い
言
語
と
い
い
毫
末
も
粗
暴
の
朕
が
な
か
つ
た
こ
と
が
鈴
木
を
驚
喜
さ
せ
た
。
こ
と
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
指
導
し
た
「
幹
部
と
も
い
ふ
連
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
E
）

は
い
づ
れ
も
羽
織
袴
で
堂
々
」
と
や
つ
て
い
る
の
に
敬
服
し
た
。
手
素
酒
を
嗜
む
者
も
ス
ト
ラ
イ
キ
穫
生
後
節
酒
禁
酒
し
て
あ
く
ま
で
ま
じ
め
に

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
（
四
八
九
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
　
　
（
四
九
〇
）

事
の
成
功
を
期
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
鈴
木
を
讃
嘆
さ
せ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
こ
の
紳
士
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
は
失
敗
に
終
つ
た
。
勢
働

蓮
動
の
指
導
者
鈴
木
文
治
は
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
失
敗
に
は
さ
し
て
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
黙
に
つ
い
て
彼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
B
）

た
だ
「
然
る
に
此
螢
働
者
側
の
誠
意
も
途
に
充
分
に
徹
底
し
な
か
つ
た
の
は
、
實
に
千
秋
の
恨
事
で
あ
る
」
と
い
う
わ
ず
か
に
三
十
字
に
も
備
た

な
い
文
字
を
用
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
鈴
木
が
い
う
よ
う
に
、
「
山
中
の
賊
は
夷
げ
易
い
が
心
中
の
賊
は
始
末
に
終
へ
な
い
と
い
ふ
が
、
此
心
中
の
賊
を
滅
し
蓋
さ
黛
れ
ば
、
我
等
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
14
）

容
易
に
凱
歌
を
揚
げ
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
だ
、
一
切
の
も
の
は
先
づ
自
己
の
改
革
よ
り
出
獲
す
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
黙
『
つ
ま
り
勢
働
者
自

身
が
品
性
を
た
か
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
ら
肚
會
的
地
位
を
獲
得
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
黙
も
た
し
か
に
必
要
な
時
代
で
あ
つ

た
。
し
か
し
鈴
木
は
こ
の
難
に
の
み
力
黙
を
お
き
す
ぎ
て
、
そ
の
紳
士
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
の
結
果
が
失
敗
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
反
省
が
足
り
な

か
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
鈴
木
の
ス
ト
ラ
イ
キ
「
忌
避
」
論
は
友
愛
會
會
員
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
「
排
斥
」
と
い
う
型
で
受
け
と
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
紳
士
的
ス
ト
ラ
イ
キ

の
敗
北
に
さ
し
て
反
省
の
な
い
鈴
木
會
長
、
こ
う
い
つ
た
鈴
木
の
考
え
方
と
彼
を
中
心
と
す
る
友
愛
會
の
行
動
で
は
、
既
成
の
艦
制
乃
至
は
資
本

家
陣
螢
に
何
等
の
打
撃
も
加
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
友
愛
禽
を
も
つ
て
あ
た
か
も
資
本
家
の
仇
敵
で
あ
る
と
な
し
、
友
愛
會
は
資
本
家

の
事
業
震
達
の
上
に
と
つ
て
大
な
る
妨
害
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
温
良
從
順
な
る
螢
働
者
に
悪
智
慧
を
つ
け
て
、
こ
れ
を
煽
動
し
、
資
本
家
に
反
抗

せ
し
め
、
そ
の
事
業
を
破
壊
せ
ん
と
す
る
も
の
だ
と
考
え
る
資
本
家
も
い
た
が
、
こ
れ
は
友
愛
禽
の
實
態
を
知
ら
ぬ
者
の
虚
想
で
あ
つ
た
。

　
鈴
木
は
「
我
等
は
常
に
、
筆
に
口
に
、
勢
働
者
の
覧
醒
を
促
し
て
止
ま
ざ
る
も
の
な
れ
ど
も
、
未
だ
曾
て
一
度
も
之
が
煽
動
、
教
唆
を
爲
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
（
註
15
）

李
地
に
波
瀾
を
起
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
「
資
本
家
諸
君
に
告
」
げ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
つ
た
。
友
愛
會
の
ス
ポ
ン
サ

ー
の
な
か
で
も
、
も
つ
と
も
力
の
あ
つ
た
ス
ポ
ン
サ
！
澁
澤
榮
一
が
、
友
愛
會
創
立
五
周
年
大
會
に
あ
た
つ
て
鈴
木
に
「
不
偏
不
蕪
の
眞
理
御
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
田
）

麿
な
さ
れ
貴
會
將
來
の
御
墾
動
萬
一
に
も
中
正
を
失
せ
ざ
る
様
」
と
書
き
お
く
つ
た
が
こ
の
言
葉
は
資
本
家
側
に
有
利
な
よ
う
に
傾
斜
さ
れ
て
守



ら
れ
て
は
い
た
が
、
文
字
通
り
「
中
正
を
失
せ
ざ
る
様
」
忠
實
に
守
ら
れ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。

（
註
1
）
　
「
螢
働
時
言
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
六
八
號
、
大
正
六
年
四
月
號
）

（
註
2
）
　
右
同
。
鈴
木
は
ス
ト
ラ
イ
キ
登
生
の
原
因
に
つ
い
て
別
の
と
こ
ろ
で
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
い
つ
て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
は
「
勢
働
者
の
教
育
の
進

　
歩
、
肚
會
教
育
の
獲
達
、
欧
米
勢
働
界
の
影
響
、
政
治
蓮
動
の
刺
戟
、
工
場
法
の
施
行
等
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
「
螢
働
閑
話
」
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
四
號
、

　
大
正
六
年
一
〇
月
號
）
。

（
註
3
）
　
工
場
法
は
大
正
五
年
八
月
三
目
公
布
さ
れ
、
同
年
九
月
一
日
施
行
さ
れ
た
。

（
註
4
）
　
前
掲
「
勢
働
時
言
」
（
第
六
八
號
）

（
註
5
）
　
右
同
「
螢
働
時
言
」
は
こ
の
貼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
「
勢
働
者
の
欣
態
既
に
斯
く
の
如
く
な
る
に
（
中
村
註
－
勢
働
者
の
畳
醒
は

　
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
指
す
）
、
之
が
監
督
指
導
の
任
に
當
る
者
は
、
依
然
と
し
て
封
建
時
代
の
夢
を
見
て
、
勢
働
者
は
何
時
迄
も
所
謂
主
從
關
係
で
迎
へ

　
ら
れ
る
も
の
と
思
う
て
か
、
萬
事
高
飛
車
で
行
か
う
と
す
る
。
鼓
に
言
は
父
新
奮
思
想
の
衝
突
が
起
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
は
專
制
主
義
一
方
は
立
憲
主
義
、
矛
盾

　
粁
格
の
生
ず
る
は
巳
む
を
得
ざ
る
道
理
で
あ
る
。
保
守
思
想
の
連
中
は
、
賃
銀
を
以
て
賓
本
家
が
勢
働
者
に
支
梯
ふ
恩
恵
て
あ
る
と
思
う
て
居
る
。
從
っ
て
如
何

　
な
る
無
理
が
あ
ら
う
と
も
一
切
異
議
苦
情
を
申
す
ま
じ
き
も
の
と
さ
れ
て
居
る
。
從
る
に
勢
働
者
は
賃
銀
は
自
己
の
勢
力
に
封
す
る
報
酬
で
あ
る
と
考
へ
て
居

　
る
、
断
じ
て
恩
恵
金
と
は
考
へ
て
居
な
い
。
從
っ
て
雇
主
や
、
其
末
汲
の
中
間
者
に
至
る
ま
で
大
き
な
顔
を
す
る
時
に
、
彼
等
は
心
耶
か
な
る
を
得
な
い
の
で
あ

　
る
」
と
。

（
註
6
）
　
前
掲
「
勢
働
閑
話
」
（
第
七
四
號
）
。
鈴
木
文
治
は
こ
の
よ
う
に
中
間
者
の
横
暴
が
ス
ト
ラ
イ
キ
の
一
つ
の
有
力
な
原
因
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
赤

　
松
克
麿
は
「
監
督
者
排
斥
を
原
因
と
す
る
争
議
は
、
監
督
者
と
從
業
員
と
の
意
志
の
疎
隔
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
感
情
雫
議
と
も
呼
ぶ
。
監
督
者

　
が
螢
働
組
合
を
駆
迫
し
た
り
、
螢
働
組
合
員
に
差
別
待
遇
を
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
起
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
團
結
椹
擁
護
の
箏
議
の
一
表
現
と
な
る
。

　
し
か
し
孚
議
全
豊
か
ら
見
れ
ば
、
此
種
の
争
議
は
極
め
て
少
轍
で
あ
る
。
今
、
最
近
＋
年
問
の
事
議
件
敷
を
あ
ぐ
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

大大大大大
正正正正正年
七六五四三　　　　　次
年年年年年

総
件
敷

　
五
〇

　
六
四

一
〇
八

三
九
八

四
一
七

鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動

監
督
者
排
斥

　
　
三

　
　
五

　
　
九

　
一
七

　
一
六

　
比
率

O
・
〇
六
〇

〇
・
〇
七
八

O
・
O
八
三

〇
・
〇
四
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〇
・
〇
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年
　
次

大
正
八
年

大
正
九
年

大
正
＋
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大
正
＋
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＋
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年

総
件
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四
九
七

二
八
二

二
四
六

二
五
〇

二
六
三

監
督
者
排
斥

　
一
八

　
一
六

　
一
五

　
二
三

　
一
八

四
五

　
比
率

○
・
○
一
二
山
ハ

O
・
O
一
二
⊥
ハ

O
・
〇
六
〇

〇
・
〇
九
二

〇
・
（
）
山
ハ
八

（
四
九
一
）



鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動

四
六

（
四
九
二
）

　
感
情
孚
議
が
勢
働
婦
人
の
間
に
起
き
易
い
の
は
自
然
で
あ
る
」
（
前
揚
「
勢
働
争
議
」
二
二
三
頁
）
と
し
て
い
る
。
鈴
木
が
螢
働
者
は
中
間
者
へ
不
李
不
瀟
を
ぶ

　
ち
ま
け
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う
と
い
う
主
張
と
、
赤
松
が
「
感
情
箏
議
」
と
い
う
と
ぎ
、
爾
者
の
意
味
内
容
に
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
う

　
し
た
ズ
レ
を
考
慮
し
て
も
、
中
間
者
へ
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
感
情
争
議
へ
の
鈴
木
と
赤
松
の
ウ
エ
イ
ト
の
置
き
方
が
蓮
い
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
眞
相
は
ど
の
邊
に
あ
る
か
は
今
後
の
勉
張
課
題
と
し
た
い
。

（
註
7
）
　
前
掲
「
勢
働
時
言
」
（
第
六
八
號
）

（
註
8
）
　
右
同
。
こ
の
後
に
次
の
よ
う
に
つ
づ
く
。
「
人
間
と
人
間
と
相
封
し
た
物
と
言
ふ
も
の
は
、
何
と
言
つ
て
も
本
人
の
實
力
で
あ
る
、
知
識
も
、
辮
舌
も
、

　
必
要
で
あ
る
が
、
其
根
抵
は
人
格
畢
寛
『
魂
』
で
あ
る
、
所
謂
、
『
キ
モ
ダ
マ
』
の
練
れ
て
居
る
か
、
居
な
い
か
の
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
が
土
憂
の
底
力

　
と
な
つ
て
居
る
も
の
は
、
経
濟
上
の
問
題
で
あ
る
『
腹
が
室
い
て
は
戦
が
出
來
ぬ
』
と
昔
か
ら
言
ひ
な
さ
れ
て
居
る
『
背
に
腹
は
代
ら
れ
ぬ
』
と
下
世
話
に
も
い

　
う
て
あ
る
男
子
が
大
事
に
臨
ん
で
節
を
屈
す
る
も
屈
し
な
い
も
、
経
濟
上
に
『
コ
タ
エ
』
が
あ
る
か
な
い
か
に
依
っ
て
決
ま
る
と
言
つ
て
も
よ
い
。
心
は
金
鐵
の

　
大
丈
夫
で
も
、
妻
は
病
床
に
臥
し
見
は
磯
に
泣
く
と
い
ふ
や
う
な
境
遇
に
陥
れ
ば
、
随
分
五
斗
米
の
爲
め
に
膝
を
屈
す
る
こ
と
な
ぎ
に
あ
ら
ず
、
人
間
の
尊
ぶ
所

　
は
氣
節
に
あ
り
、
而
し
て
氣
節
を
重
ん
じ
面
目
を
全
う
す
る
に
は
、
家
に
三
月
の
貯
蓄
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
今
は
景
氣
も
よ
く
牧
入
も
多
い
、
目
本
の
勢
働
者
は

　
今
の
時
に
於
て
十
分
貯
へ
て
非
常
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
。

（
註
9
）
　
右
同
。
こ
こ
の
原
丈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
人
は
一
人
居
る
時
に
弱
い
、
殊
に
勢
働
者
は
一
人
な
る
時
に
最
も
弱
い
も
の
て
あ
る
。
勢
働
者
は
貧
乏
な

　
（
マ
マ
）

　
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
は
な
い
の
で
あ
る
が
事
實
に
於
て
は
、
貧
乏
で
あ
る
、
金
力
萬
能
の
今
の
杜
會
に
於
て
は
、
螢
働
者
は
軍
純
の
カ
に
て
は
到
底
資
本
家
と
相
劃
立

　
し
て
濁
立
の
地
歩
を
占
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
勢
働
者
の
唯
一
の
強
味
は
唯
数
の
多
い
こ
と
で
あ
る
、
此
数
の
多
い
の
も
、
軍
に
チ
リ
み
＼
バ
ラ
バ

　
ラ
に
孤
立
し
て
居
て
は
、
何
の
役
に
も
立
つ
も
の
で
な
い
。
濱
の
眞
砂
は
如
何
程
多
く
と
も
眞
砂
は
矢
張
眞
砂
で
あ
る
。
こ
れ
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
堅
め
ら
れ
N

　
ば
大
磐
石
の
如
く
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
煉
瓦
は
如
何
に
多
く
と
も
矢
張
り
煉
瓦
で
あ
る
。
こ
れ
が
セ
メ
ン
ト
で
結
び
付
け
ら
れ
る
時
に
は
天
を
も
摩
す
る
大
屓

　
高
模
も
築
き
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
y
群
衆
の
力
は
動
も
す
れ
ば
勢
に
乗
じ
て
脆
線
す
る
恐
れ
が
あ
る
、
こ
』
が
即
ち
『
訓
練
』
を
要
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
個
人
と
し
て
實
力
を
完
成
し
、
團
艦
と
し
て
規
律
節
制
あ
ら
ば
、
我
等
は
別
に
問
題
は
残
ら
殿
で
あ
ら
う
」

（
註
1
0
）
　
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
大
阪
市
電
教
習
所
主
任
岸
田
美
郎
が
「
人
類
主
義
と
勢
働
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
六
八
號
、
大
正
六
年
四
月
號
）
の
な
か
で
「
勢
働

　
者
は
財
産
に
は
縁
が
薄
い
。
随
つ
て
孤
立
分
離
し
て
は
誠
に
弱
い
も
の
に
な
つ
て
仕
舞
ふ
。
誠
に
一
朝
不
慮
の
災
に
罹
れ
る
時
の
如
き
、
直
ち
に
一
身
一
家
を
支

　
る
事
も
出
來
ぬ
ハ
メ
に
陥
る
の
で
あ
る
。
此
弱
黙
を
有
す
る
が
爲
に
、
又
世
間
の
侮
蔑
を
受
け
、
不
利
の
條
件
に
も
甘
ん
じ
て
勢
働
に
服
せ
ね
ば
な
ら
識
事
に
な

　
る
。
此
弱
鮎
を
救
ふ
道
は
共
同
團
結
相
互
扶
助
の
外
に
は
な
い
（
中
略
）
即
ち
勢
働
蓮
動
の
趣
旨
此
友
愛
會
の
趣
旨
も
亦
之
れ
に
外
な
ら
ぬ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま

　
す
」
と
い
つ
て
い
る
こ
と
に
通
じ
よ
う
。



（
註
1
1
）
　
『
勢
働
及
産
業
』
（
第
六
八
號
、
大
正
六
年
四
月
號
）
の
「
勢
働
文
壇
」
よ
り
。

（
註
1
2
）
　
「
勢
働
閑
話
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
六
九
號
、
大
正
六
年
五
月
號
）
。
な
お
こ
の
「
羽
織
袴
の
勢
働
者
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て

　
鈴
木
は
こ
れ
を
自
慢
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
五
週
年
大
會
の
最
絡
の
目
で
あ
る
、
園
遊
會
は
澁
澤
男
邸
に
於
て
催
さ
れ
た
。
其
折
家
從
の
人
は
私
に
封
し
て

　
『
今
日
お
集
り
の
人
々
は
皆
螢
働
者
で
す
か
』
と
、
如
何
に
も
不
思
議
さ
う
な
顔
を
し
て
尋
ね
た
の
で
あ
る
。
私
は
直
ち
に
『
さ
う
で
す
、
皆
友
愛
會
の
會
員
や

　
其
家
族
の
人
蓬
で
あ
り
ま
す
』
と
答
へ
た
が
、
質
問
の
趣
旨
は
、
要
す
る
に
螢
働
者
の
團
睦
と
い
ふ
か
ら
に
は
、
定
め
し
印
絆
纏
腹
か
け
に
、
突
っ
か
け
草
履
一

　
杯
機
嫌
で
x
も
來
る
も
の
か
と
思
ふ
て
居
た
が
、
案
に
相
蓮
し
て
、
い
づ
れ
も
刑
織
袴
や
洋
服
に
、
チ
ャ
ン
と
威
儀
を
つ
く
ろ
つ
て
然
も
酒
に
醇
う
た
や
う

　
な
者
は
、
殆
ん
ど
た
y
の
一
人
も
な
く
、
如
何
に
も
立
派
な
規
律
あ
る
有
檬
に
、
實
は
少
々
意
外
だ
か
ら
だ
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
」
（
「
勢
働
閑
話
」
『
勢
働
及
産

　
業
』
第
七
〇
號
、
大
正
六
年
六
月
號
）
と
。

（
註
1
3
）
　
前
掲
「
勢
働
閑
話
」
（
第
六
九
號
）

（
註
1
4
）
　
前
掲
「
勢
働
閑
話
」
（
第
七
〇
號
）

（
註
1
5
）
　
「
資
本
家
諸
君
に
告
ぐ
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
〇
號
、
大
正
六
年
六
月
號
）

（
註
1
6
）
　
「
五
週
年
紀
年
大
會
の
記
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
六
九
號
）
。
澁
澤
は
病
氣
の
た
め
こ
の
大
會
に
出
席
で
き
な
か
つ
た
の
で
書
簡
を
も
つ
て
鈴
木
に
親
辞
を

　
お
く
っ
た
。
こ
の
な
か
に
「
先
年
米
國
前
大
統
領
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
氏
が
佛
蘭
西
に
於
け
る
公
開
演
説
中
に
『
群
衆
多
敷
ノ
暴
力
ヲ
以
テ
不
道
理
ナ
リ
我
意
ヲ
彊
行

　
ス
ル
ハ
或
ル
富
ト
椹
勢
ト
ニ
擦
リ
テ
陰
二
其
私
慾
ヲ
充
實
ス
ル
ト
其
罪
悪
二
輕
重
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
云
々
』
と
の
意
味
に
て
陳
べ
ら
れ
し
警
句
は
老
生
の
常
に
忘
る

　
」
能
は
ざ
る
虚
に
候
故
に
今
此
の
記
憶
を
覧
毫
に
御
移
し
申
上
候
　
何
卒
此
不
偏
不
掌
云
々
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ス
ト
ラ
イ
キ
が
激
登
す
る
な
か
に
あ
つ
て
澁

　
澤
か
ら
鈴
木
に
お
く
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
こ
と
を
想
う
と
そ
の
意
味
は
更
に
重
要
な
も
の
と
な
ろ
う
。

三

　
鈴
木
が
大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
加
州
勢
働
大
會
お
よ
び
A
・
F
・
L
大
會
に
出
席
し
て
、
世
界
の
勢
働
者
は
共
通
の
敵
を
有
し
、
ま
た
共
通

の
利
害
を
有
す
る
、
そ
し
て
こ
の
共
通
の
敵
を
た
お
し
、
共
通
の
利
害
を
完
う
せ
ん
が
た
め
に
は
人
種
な
ら
び
に
國
境
の
差
別
を
超
越
し
て
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

一
致
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
叫
び
、
韓
國
後
も
彼
は
同
様
の
國
際
的
階
級
観
を
も
つ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
知
つ
て
い
る
者
は
前
節
で
み
た
よ

う
に
鈴
木
が
ふ
た
た
び
螢
資
協
調
の
立
場
に
か
え
つ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
螢
資
協
調
は
以
前
の
論
調
よ
り
は
る
か
に
資
本
家
へ
の
勢
働
者
の
協

　
　
　
　
鈴
木
文
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
四
九
三
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
四
九
四
）

調
と
い
う
逆
コ
ー
ス
の
傾
向
を
も
つ
て
き
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
た
し
か
に
0
9
＜
雲
註
自
9
卜
目
霞
8
彗
勾
a
①
轟
試
o
β
亀
■
ぎ
9
に
出
席
し
、
ω
o
目
q
①
一
〇
〇
目
冨
お
と
會
談
し
た
鈴

木
が
階
級
闘
孚
を
と
く
こ
と
自
髄
が
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
螢
資
協
調
を
こ
そ
と
く
べ
き
で
あ
つ
た
。

　
A
・
F
・
L
は
も
と
も
と
一
八
八
O
年
代
の
後
牛
に
、
當
時
す
で
に
存
在
し
て
い
た
秘
密
の
勢
働
組
合
組
織
で
あ
る
円
富
国
三
鴫
辟
ω
9
b
暮
8

お
よ
び
円
富
国
三
騎
耳
の
9
一
鼠
島
訂
気
に
封
抗
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
規
約
第
一
條
で
は
「
勢
働
階
級
に
有
利
な
る
立
法
を
確
立
し
、
な
ら

び
に
李
和
合
法
の
手
段
に
よ
る
勢
働
團
禮
に
有
利
な
る
輿
論
を
喚
起
す
」
と
し
て
い
た
。
こ
の
主
張
は
そ
の
ま
ま
A
・
F
・
L
の
傳
統
と
な
り
、

し
か
も
こ
れ
は
A
・
F
・
L
成
立
當
初
か
ら
こ
れ
の
初
代
會
長
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
死
に
至
る
ま
で
四
十
年
間
そ
の
地
位
を
他
に
ゆ
ず
ら
な
か
つ

た
O
o
目
需
議
に
よ
つ
て
確
く
守
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
つ
た
。
O
o
目
需
易
は
経
濟
的
な
分
野
に
お
け
る
活
動
を
有
利
に
す
る
た
め

の
政
治
闘
孚
に
反
封
し
た
。
彼
は
「
人
類
の
正
義
は
政
治
以
外
の
機
構
に
よ
つ
て
も
達
成
さ
れ
る
」
と
い
う
信
條
を
か
か
げ
、
「
経
濟
的
正
義
は

経
濟
的
組
織
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
と
な
え
、
こ
の
主
義
主
張
は
死
に
い
た
る
ま
で
か
え
な
か
つ
た
。
そ
し
て
初
期
の
蓮
動
が
、
國
ま
た

は
州
政
府
機
關
の
干
渉
に
よ
つ
て
不
成
功
に
終
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
が
て
勢
働
者
に
よ
る
闘
箏
を
さ
け
る
こ
と
が
、
組
合
活
動
に
た
い
す
る

政
府
の
干
渉
を
さ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
論
理
が
う
み
だ
さ
れ
た
。
螢
働
者
は
そ
の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
螢
働
組
合
の
確
立
の
た
め
に
集
中
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
思
想
は
こ
こ
か
ら
う
ま
れ
た
。
螢
働
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組
合
組
織
の
維
持
と
強
化
の
た
め
に
む
け
、
ま
た
ス
ト
ラ
イ
キ
活
動

を
さ
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
螢
働
者
は
政
府
が
組
合
の
問
題
に
介
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
O
o
目
需
易
は
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

人
に
も
納
得
の
い
く
よ
う
に
と
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
A
・
F
・
L
大
禽
で
、
Ω
o
白
冨
屋
を
前
に
し
て
階
級
闘
孚
を
と
く
と
い
う
こ
と
は
鈴
木
は
二
度
と
く
り
か
え
さ
な
か
つ
た
。
大
正
五
年

（
一
九
ニ
ハ
年
）
ふ
た
た
び
渡
米
し
再
度
加
州
螢
働
大
禽
、
A
・
F
・
L
大
會
に
出
席
し
た
。
こ
の
と
き
彼
は
、
今
度
の
歓
洲
の
大
戦
飢
に
お
い
て
、

欧
洲
の
螢
働
團
髄
が
こ
れ
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
悲
し
ま
ざ
る
を
得
な
い
、
わ
れ
ら
は
今
後
か
か
る
恨
事
を
ふ
た
た
び
く
り



返
し
て
は
な
ら
ぬ
、
わ
れ
ら
は
わ
れ
ら
の
輩
固
な
る
意
志
と
眞
實
な
る
協
力
に
よ
つ
て
、
か
か
る
滲
酷
な
る
殺
毅
事
件
を
世
界
の
表
面
か
ら
梯
拭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詳
3
）

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
は
い
つ
た
。
こ
れ
は
た
し
か
に
勢
働
者
の
國
際
的
蓮
帯
性
を
張
調
し
た
も
の
で
は
あ
つ
た
が
、
前
年
の
よ
う
に
世
界

の
螢
働
者
は
團
結
し
て
共
同
の
敵
資
本
家
を
た
お
そ
う
と
い
う
國
際
的
階
級
闘
孚
を
ふ
た
た
び
主
張
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
つ
た
。

　
鈴
木
は
階
級
闘
孚
の
旗
を
お
ろ
し
た
だ
け
で
は
な
か
つ
た
。
彼
は
む
し
ろ
階
級
闘
孚
と
は
逆
な
、
勢
資
協
調
を
越
え
て
、
資
本
家
へ
の
螢
働
者

の
協
力
を
す
ら
時
に
は
と
く
よ
う
に
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
勢
働
運
動
に
も
い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
、
そ
の
「
中
に
は
全
く
國
家
な
る
も
の
を
浸

却
し
、
世
界
の
螢
働
階
級
が
一
つ
に
纒
ま
つ
て
世
界
の
資
本
家
階
級
と
戦
は
う
と
主
張
す
る
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
等
の
も
の
は
極
め
て
少

（
註
4
）

籔
」
で
あ
る
と
い
い
、
友
愛
會
は
決
し
て
か
か
る
類
で
な
い
と
主
張
す
る
。
友
愛
禽
は
、
國
家
の
存
在
を
是
認
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
資
本
主
義

制
度
の
存
在
に
も
反
封
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
我
が
友
愛
會
の
如
き
は
徒
に
融
米
風
の
階
級
闘
雫
の
手
段
に
訴
ふ
る
の
悪
風
に
感
染
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

な
く
、
飽
く
迄
も
我
が
、
皇
室
を
中
心
と
し
て
奉
り
、
以
て
其
の
赤
子
た
る
萬
民
の
幸
幅
を
圖
ら
ん
こ
と
を
念
と
し
て
居
る
」
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

　
鈴
木
の
こ
の
爾
極
端
の
言
動
に
つ
い
て
、
「
鈴
木
會
長
の
立
場
は
、
こ
の
國
際
的
階
級
観
に
も
か
エ
わ
ら
ず
、
國
内
的
に
は
あ
く
ま
で
協
調
的
」

で
あ
る
と
す
る
評
者
も
い
る
が
こ
れ
は
正
し
い
見
方
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
様
の
言
動
を
同
時
に
と
り
あ
げ
れ
ば
、
た
し
か
に
國
際
的

階
級
観
・
國
内
的
協
調
と
い
う
結
論
も
で
よ
う
。
し
か
し
こ
の
爾
方
の
言
動
の
あ
い
だ
に
は
か
な
り
の
月
日
が
よ
こ
た
わ
つ
て
お
り
、
彼
の
言
動

を
國
際
的
階
級
観
か
ら
國
内
的
協
調
に
攣
化
さ
せ
る
歌
況
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
鈴
木
は
同
時
に
、
外
國
に
お
い
て
は
國
際
的
階
級
闘
争

を
叫
び
國
内
に
あ
つ
て
は
そ
れ
を
ひ
る
が
え
し
て
協
調
を
と
く
と
い
う
二
枚
舌
を
使
用
し
た
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
國
際
的
階
級
闘
雫
を
と
い

た
と
き
も
、
國
内
で
の
螢
資
協
調
を
と
い
た
と
き
も
彼
は
自
分
の
本
心
を
い
つ
わ
つ
て
ま
で
語
ら
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
が
國
際
的
階
級
闘
孚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詳
7
）

を
と
い
た
と
き
に
は
そ
れ
相
慮
の
理
由
が
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
し
、
國
内
で
の
協
調
を
、
た
と
え
資
本
家
へ
の
傾
斜
に
お
い
て
と
い
た
に
し
て
も
そ

れ
を
と
か
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
駄
況
が
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
資
本
家
側
へ
多
分
に
傾
斜
し
た
協
調
を
な
ぜ
鈴
木
は
と
く
よ
う

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
四
九
五
）



　
　
　
鈴
木
文
治
と
大
正
螢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
四
九
六
）

に
な
つ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
は
大
正
六
年
と
い
う
年
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
襲
展
に
一
時
期
が
謹
さ
れ
た
年
だ
と
い
う
こ
と
を
の
べ
た
。
『
東
洋
経
濟
新
報
』

は
、
組
織
立
つ
た
螢
働
紛
箏
の
お
こ
る
こ
と
の
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
つ
た
わ
が
國
も
、
本
年
に
入
つ
て
し
き
り
に
ス
ト
ラ
イ
キ
の
叢
生
を
見
る
に

　
　
（
註
8
）

い
た
つ
た
、
と
の
べ
て
い
る
。
鈴
木
も
こ
の
鮎
■
を
、
今
年
は
ど
う
い
う
も
の
か
年
の
始
め
か
ら
非
常
に
ス
ト
ラ
イ
キ
が
多
か
つ
た
と
そ
の
年
の
お

わ
り
に
述
懐
し
、
す
ぐ
つ
づ
け
て
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
獲
生
に
つ
い
て
「
夫
れ
が
直
接
間
接
に
友
愛
會
が
黒
幕
に
居
て
煽
動
し
て
居
る
と
い
ふ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

で
す
。
何
を
詮
檬
に
さ
う
い
ふ
こ
と
を
言
ふ
か
、
一
も
事
實
を
墨
げ
て
來
な
い
が
、
私
共
を
以
て
謀
反
人
同
様
に
罵
る
も
の
も
あ
つ
た
」
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
m
4

の
べ
て
い
る
。
こ
の
非
難
は
「
意
外
な
る
堅
迫
」
と
な
つ
て
友
愛
禽
の
上
に
の
し
か
か
り
、
そ
の
蓮
動
の
進
展
を
妨
げ
る
に
い
た
つ
た
。
そ
れ
で

は
ど
の
よ
う
な
「
意
外
な
る
堅
迫
」
が
あ
つ
た
ろ
う
か
。

　
こ
の
年
の
一
月
、
給
料
の
二
割
檜
給
と
身
艦
検
査
法
の
改
良
そ
の
他
の
要
求
と
い
う
形
で
お
こ
つ
た
池
貝
鐵
工
所
に
お
け
る
ス
ト
ラ
イ
キ
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

歴
迫
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
事
件
の
調
停
に
は
友
愛
會
の
油
谷
教
育
部
長
が
入
つ
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
解
決
後
に
で
ぎ
た
東
京
鐵
工
機
械
業

組
合
と
い
う
資
本
家
同
盟
の
あ
る
者
は
、
そ
の
組
合
所
屡
の
工
場
に
お
い
て
は
一
人
の
友
愛
會
會
員
も
使
わ
ぬ
よ
う
に
し
よ
う
と
主
張
し
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
E
）

に
暗
中
飛
躍
し
て
友
愛
會
の
稜
達
を
阻
害
せ
ん
と
し
た
。
ま
た
三
月
の
室
蘭
に
お
け
る
日
本
製
鋼
所
の
ス
ト
ラ
イ
キ
後
の
歴
迫
も
あ
つ
た
。
鈴
木

は
こ
れ
の
調
停
に
乗
り
だ
し
た
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
が
、
日
本
製
鋼
所
で
は
友
愛
會
を
し
て
事
件
の
黒
幕
だ
と
誤
解
し
、
事
件
解
決
後
友
愛
會

室
蘭
支
部
の
幹
事
二
〇
名
を
解
雇
し
、
會
員
に
退
會
を
論
示
し
、
支
部
は
こ
こ
に
解
散
す
る
の
や
む
な
き
に
い
た
つ
た
。

　
日
本
製
鋼
所
は
ス
ト
ラ
イ
キ
後
、
友
愛
會
に
墜
迫
を
加
え
た
だ
け
で
な
く
、
種
々
の
報
告
を
作
成
し
て
友
愛
會
に
關
す
る
悪
聲
を
全
國
各
工

場
、
こ
と
に
官
立
工
場
に
配
布
し
た
と
い
う
噂
が
傳
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
の
か
呉
海
軍
工
廠
内
の
友
愛
會
支
部
で
は
歎
十
名
が
一
團
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
B
）

な
つ
て
脆
會
し
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
の
友
愛
會
支
部
で
も
轍
十
名
が
腕
會
し
、
全
滅
し
て
し
ま
つ
た
。

　
友
愛
會
に
た
い
す
る
堅
迫
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
起
き
た
工
場
や
各
地
の
工
廠
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
つ
た
。
八
幡
製
鐵
所
で
は
友
愛
會
を
公
認
し



て
い
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
講
堂
を
鈴
木
に
借
せ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
會
場
を
寺
に
も
と
め
れ
ば
寺
で
も
「
友
愛
會
々
長
鈴
木
は
ヤ
ソ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
14
）

り
」
と
い
う
理
由
を
つ
け
て
懇
談
會
の
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
『
螢
働
及
産
業
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
資
本
家
の
鼻
息
を
う
か
が

い
螢
働
者
を
愚
に
す
る
こ
と
を
も
つ
て
職
業
と
せ
る
『
螢
働
新
聞
』
は
だ
い
ぶ
そ
れ
と
な
く
友
愛
會
を
攻
撃
し
、
螢
働
組
合
不
要
論
、
同
盟
罷
工

亡
國
論
、
椹
利
思
想
危
険
論
に
氣
焔
を
あ
げ
た
。
池
貝
・
室
蘭
そ
の
他
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
報
じ
た
経
螢
者
に
關
係
の
あ
る
雑
誌
や
螢
働
者
に
關
係

の
あ
る
雑
誌
は
「
仲
介
者
あ
り
て
結
局
圓
沸
解
決
」
と
書
く
こ
と
は
あ
つ
て
も
友
愛
會
の
禽
員
と
か
鈴
木
の
蓋
力
と
い
う
黙
に
は
ふ
れ
な
か
つ

（
註
1
5
）

た
。
寺
を
か
り
て
佛
敏
の
講
話
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
勢
働
者
に
「
慰
安
」
を
あ
た
え
て
い
る
商
工
勢
働
慰
安
會
の
幹
部
は
池
貝
鐵
工
所
ス
ト
ラ

イ
キ
の
折
、
同
會
壮
の
重
役
を
訪
う
て
友
愛
會
が
煽
動
し
て
い
る
か
ら
危
険
だ
と
言
い
ふ
ら
し
た
。

　
『
螢
働
及
産
業
』
の
記
者
が
い
つ
て
い
る
よ
う
に
友
愛
會
は
た
し
か
に
今
や
確
實
な
る
存
在
に
な
り
、
資
本
家
も
、
學
者
も
、
警
官
も
、
ま
た

學
生
も
、
こ
の
友
愛
會
を
無
覗
で
き
な
く
な
つ
て
き
た
。
友
愛
會
が
無
覗
し
え
ぬ
存
在
に
な
る
こ
と
は
鈴
木
を
は
じ
め
友
愛
會
禽
員
に
と
つ
て
大

い
な
る
喜
び
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
友
愛
會
則
肚
會
主
義
者
の
集
團
と
世
間
か
ら
誤
解
さ
れ
る
原
因
に
も
な
つ
て
彼
等
の
苦
螢
は
｝
段
と
檜

し
た
。
た
と
え
ば
静
岡
縣
廉
内
務
部
す
ら
友
愛
會
機
關
誌
『
螢
働
及
産
業
』
が
「
肚
會
主
義
者
の
本
城
」
た
ゑ
買
文
杜
か
ら
震
行
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
「
極
め
て
穏
健
に
し
て
合
理
的
な
る
愛
國
的
な
團
艦
を
、
役
人
ど
も
が
杜
禽
主
義
者
と
同
一
覗
」
し
た
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）

て
友
愛
會
當
局
と
し
て
は
慨
嘆
の
外
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
鈴
木
は
脅
迫
状
を
う
け
た
。
そ
こ
に
は
鈴
木
は
螢
働
者
を
物
質
的
に
た
す
け
、
精
神
的
に
殺
す
者
で
あ
る
、
こ
れ
を
改
め
な
い
か
ぎ
り

日
本
國
民
の
前
途
の
た
め
生
命
を
貰
う
、
第
二
の
鈴
木
あ
ら
わ
れ
れ
ば
第
二
の
鈴
木
を
発
す
と
書
い
て
あ
り
、
鈴
木
の
返
答
を
要
求
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
7
）

鈴
木
は
誤
字
だ
ら
け
の
脅
迫
朕
に
た
い
し
て
機
關
誌
上
で
眞
面
目
に
返
答
を
し
た
た
め
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

　
友
愛
會
の
四
周
年
記
念
大
禽
か
ら
五
周
年
記
念
大
會
を
へ
て
六
周
年
記
念
大
會
に
い
た
る
ま
で
の
友
愛
會
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
つ
い
て
ま
と

め
て
み
よ
う
。
ま
こ
と
に
五
周
年
記
念
大
會
を
撃
行
す
る
ま
で
は
、
そ
の
震
展
の
す
み
や
か
な
る
、
そ
の
進
路
に
障
凝
な
き
こ
と
あ
た
か
も
順
風

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
四
九
七
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
四
九
八
）

に
帆
を
あ
ぐ
る
が
、
こ
と
き
で
あ
つ
た
。
し
か
し
ス
ト
ラ
イ
キ
の
績
出
と
と
も
に
友
愛
會
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
煽
動
す
る
も
の
で
あ
る
、
日
本
全
國
に

お
け
る
各
種
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
責
任
は
こ
と
ご
と
く
友
愛
會
に
あ
る
と
い
う
世
評
を
う
け
、
新
聞
に
ス
ト
ラ
イ
キ
の
記
事
が
で
れ
ば
す
ぐ
に
警
察

か
ら
人
が
き
て
そ
の
原
因
や
状
態
を
た
ず
ね
た
。
本
部
は
も
と
よ
り
全
國
の
支
部
の
幹
部
の
身
元
調
査
は
嚴
密
に
警
察
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
。
友

愛
會
は
創
立
五
周
年
記
念
大
會
を
絶
頂
に
し
て
、
會
員
歎
に
お
い
て
も
創
立
六
周
年
大
會
ま
で
に
は
あ
き
ら
か
に
減
少
し
た
。
友
愛
會
に
と
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
B
）

創
立
五
周
年
か
ら
六
周
年
に
か
け
て
の
期
間
は
「
識
謳
中
傷
の
雨
」
を
う
け
た
ま
さ
に
「
迫
害
試
錬
の
一
年
」
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
に
お
い
て
鈴
木
の
主
張
は
國
際
的
な
階
級
闘
孚
の
線
か
ら
螢
資
協
調
へ
と
後
退
を
蝕
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
後
退
は
友
愛
會
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
存
在
し
え
な
か
つ
た
亘
大
な
勢
働
者
の
組
織
を
な
ん
と
か
し
て
最
小
限
の
被
害
だ
け
で
切
り
ぬ
け
よ
う

と
す
る
保
身
の
た
め
の
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
手
段
で
あ
つ
た
こ
と
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
保
身
の
た
め
と
は
い
え
彼
の
主
張

は
友
愛
會
の
出
獲
當
初
の
螢
資
協
調
の
線
よ
り
は
る
か
に
後
退
し
、
資
本
家
側
へ
の
傾
斜
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
家
節
で
は
別
の
角
度
か
ら
鈴
木

文
治
お
よ
び
友
愛
會
の
後
退
と
資
本
家
側
へ
の
傾
斜
の
様
相
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
註
1
）
　
拙
稿
「
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
（
中
）
」
（
本
誌
第
三
二
巻
第
二
・
三
合
併
號
）

（
註
2
）
　
神
野
璋
一
郎
「
勢
働
貴
族
の
傳
統
ー
A
F
」
を
中
心
と
し
て
i
」
（
『
潮
流
』
第
四
巻
第
九
號
、
昭
和
二
四
年
九
月
號
）

（
註
3
）
　
「
勢
働
大
會
出
席
の
記
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
六
五
號
、
大
正
六
年
一
月
號
）
。
な
お
こ
の
引
用
し
た
演
説
は
大
正
五
年
一
〇
月
三
日
加
州
勢
働
大
會
で
行

　
つ
た
も
の
で
あ
る
。

（
註
4
）
　
「
勢
働
閑
話
」
（
『
螢
働
及
産
業
』
第
七
四
號
、
大
正
六
年
一
〇
月
號
）

（
註
5
）
　
「
同
盟
罷
業
と
勢
働
團
畦
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
五
號
、
大
正
六
年
一
哺
月
號
）

（
註
6
）
　
田
中
惣
五
郎
『
日
本
肚
會
運
動
史
　
下
』
（
世
界
書
院
、
昭
和
二
三
年
七
月
）
六
九
頁

（
註
7
）
　
前
稿
で
、
鈴
木
が
階
級
闘
雫
を
と
い
た
こ
と
に
た
い
す
る
原
因
を
推
定
の
も
と
に
四
つ
あ
げ
て
お
い
た
。
そ
れ
は
第
U
に
自
由
な
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

　
の
登
言
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
は
彼
の
演
読
草
案
を
書
く
に
あ
た
つ
て
協
力
し
た
の
は
吐
會
民
主
黛
の
創
立
者
の
一
人
河
上
清
で
あ
つ
た
こ
と
、
第
三
に
は
現
實

　
に
勢
働
者
が
強
力
な
實
力
を
も
つ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
勢
働
組
合
に
ふ
れ
て
勇
氣
づ
け
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
第
四
に
は
彼
を
ア
メ
リ
カ
に
お
く
る
に
あ
た
つ
て



　
も
り
あ
が
っ
た
日
本
の
勢
働
者
の
力
を
は
じ
め
て
感
じ
た
こ
と
、
の
四
つ
で
あ
つ
た
。

（
註
8
）
　
「
同
盟
罷
工
の
頻
焚
」
（
『
東
洋
経
濟
新
報
』
第
七
八
八
號
、
大
正
六
年
八
月
二
五
日
）

　
　
な
お
っ
づ
け
て
こ
の
同
盟
罷
工
は
螢
資
二
大
階
級
間
の
衝
突
て
あ
る
と
し
て
衣
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
直
接
の
原
因
は
勿
論
物
憤
の
突
飛
な
騰

　
貴
に
全
く
生
活
上
の
不
安
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
見
脆
し
難
い
根
本
原
因
は
、
螢
働
者
が
次
第
に
明
に
分
配
の
不
公
李
を
自
畳
せ
る
に
至
れ
る
こ
と
て
あ
る
。
さ

　
れ
ば
罷
工
は
、
從
來
猫
の
如
く
柔
順
な
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
勢
働
者
が
、
其
の
知
識
の
檜
す
に
つ
れ
て
次
第
に
自
分
々
々
の
地
位
を
は
つ
ぎ
り
と
認
め
始

　
め
、
資
本
家
に
向
つ
て
、
其
の
改
善
を
要
求
せ
る
運
動
の
一
つ
て
あ
る
。
此
意
味
で
、
最
近
の
傾
向
は
、
勢
働
の
不
足
と
か
、
物
憤
騰
貴
の
厘
迫
等
か
ら
顯
火
せ

　
ら
れ
た
と
し
て
も
、
螢
資
二
大
階
級
問
の
衝
突
な
る
根
本
的
事
實
に
脈
を
引
け
る
運
動
で
あ
る
か
ら
、
當
の
封
手
た
る
賓
本
家
は
勿
論
、
監
督
者
た
る
政
府
も
、

　
杜
會
研
究
家
も
、
よ
く
く
明
白
な
理
解
を
以
て
、
愼
重
に
事
件
の
経
緯
を
観
た
上
に
、
徹
底
的
の
方
針
の
下
に
、
其
の
解
決
に
當
ら
な
い
と
、
意
外
不
測
の
禍

　
害
を
將
來
に
胎
さ
ね
ば
な
ら
ね
」
と
あ
る
。

（
註
9
）
　
「
年
末
に
際
し
一
言
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
六
號
、
大
正
六
年
一
二
月
號
）

（
註
1
0
）
　
右
同

（
註
1
1
）
　
池
貝
鐵
工
所
の
職
工
六
三
〇
飴
名
は
一
月
一
四
日
朝
か
ら
全
員
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
纏
過
は
『
勢
働
及
産
業
』
第
六
七
號

　
（
大
正
六
年
三
月
號
）
の
「
年
頭
の
勢
働
箏
議
と
其
調
停
」
に
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

（
註
1
2
）
　
目
本
製
鋼
所
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
「
羽
織
袴
て
同
盟
罷
工
」
て
あ
つ
た
と
鈴
木
は
「
螢
働
閑
話
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
六
九
號
）
て
の
へ
て
い
る
が
、
こ
の

　
こ
と
は
す
で
に
記
し
た
。

（
註
1
3
）
　
鈴
木
は
舞
鶴
海
軍
工
廠
長
田
中
少
將
、
海
軍
省
艦
政
局
に
川
田
大
佐
、
憲
兵
隊
に
高
田
大
佐
、
呉
海
軍
工
廠
長
伊
東
乙
次
郎
中
將
、
同
廠
櫻
井
眞
清
大
佐

　
（
同
工
廠
先
任
副
官
）
、
田
中
横
須
賀
海
軍
工
廠
長
（
元
舞
鶴
工
廠
長
）
等
を
訪
い
、
「
海
軍
省
に
於
て
も
、
亦
海
軍
工
廠
に
於
て
も
、
別
に
統
一
的
の
方
針
に
依

　
て
本
會
（
中
村
註
ー
友
愛
會
）
並
に
本
會
々
員
に
封
し
て
厘
迫
干
渉
を
試
む
る
が
如
き
こ
と
な
き
は
極
め
て
明
瞭
」
に
な
つ
た
が
、
「
下
僚
な
る
者
」
は
上
長

　
に
忠
義
ぶ
ら
ん
が
た
め
に
「
中
間
に
於
て
全
く
上
長
の
意
志
に
非
ざ
る
曲
事
」
を
行
う
結
果
、
友
愛
會
へ
の
駆
迫
が
生
ず
る
の
で
あ
る
、
と
結
論
し
た
（
「
所
謂
海

　
軍
工
廠
の
塵
迫
は
無
根
」
（
『
螢
働
及
産
業
』
第
七
二
號
、
大
正
六
年
八
月
號
）
。
鈴
木
は
『
勢
働
運
動
二
十
年
』
（
昭
和
六
年
五
月
、
一
元
杜
）
に
も
海
軍
工
廠
の

　
墜
迫
を
同
顧
し
て
い
る
（
一
五
五
－
六
頁
）
。

（
註
1
4
）
　
「
勢
働
閑
話
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
二
號
、
大
正
六
年
八
月
號
）

（
註
1
5
）
　
坂
本
正
雄
「
急
調
緩
調
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
〇
號
、
大
正
六
年
六
月
號
）

（
註
1
6
）
　
坂
本
正
雄
「
友
愛
會
と
世
詐
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
一
號
、
大
正
六
年
七
月
號
）

鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動

五
三

（
四
九
九
）



　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
運
動

（
註
1
7
）
　
「
勢
働
閑
話
」
（
『
螢
働
及
産
業
』
第
七
三
號
、
大
正
六
年
九
月
號
）

（
註
1
8
）
　
「
迫
害
試
錬
の
一
年
」
（
『
螢
働
及
産
業
』
第
八
一
號
、
大
正
七
年
五
月
號
）

五
四

（
五
〇
〇
）

四

　
本
節
で
は
鈴
木
お
よ
び
友
愛
會
が
具
髄
的
に
ど
の
よ
う
な
言
動
に
お
い
て
白
ら
の
身
を
守
ろ
う
と
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
た
と
え
ば
海
軍
工
廠
が
友
愛
會
締
出
し
を
行
え
ば
、
鈴
木
は
會
員
に
向
つ
て
、
我
等
は
こ
の
さ
い
あ
く
ま
で
も
隠
忍
自
重
し
て
輕
學
妄
動
を
な

す
こ
と
な
く
、
つ
と
め
て
實
行
の
上
に
お
い
て
世
上
の
誤
解
を
さ
く
こ
と
に
つ
と
め
て
貰
い
た
い
と
訴
え
た
。

　
ま
た
三
菱
造
船
所
の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
、
旭
硝
子
會
肚
（
九
州
戸
畑
）
、
毛
綜
紡
績
會
杜
（
姫
路
）
、
大
日
本
電
球
會
杜
（
東
京
）
そ
の
他
の
會
批
で

ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
こ
つ
た
と
き
、
鈴
木
は
す
か
さ
ず
こ
れ
ら
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
お
こ
つ
た
會
肚
に
は
「
唯
一
入
の
友
愛
會
々
員
が
居
な
か
つ
た
」
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
ト
ラ
イ
キ
は
お
こ
つ
た
で
は
な
い
か
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
友
愛
會
の
專
費
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
心
得
え
て
い
る
一
般
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

士
の
よ
き
殿
鑑
で
あ
る
と
彊
調
し
て
、
友
愛
會
に
ふ
り
か
か
る
世
の
誤
解
を
と
こ
う
と
し
た
。

　
隠
忍
自
重
の
布
告
で
も
、
ま
た
友
愛
會
會
員
が
い
な
く
と
も
ス
ト
ラ
イ
キ
が
穫
生
す
る
と
い
う
こ
と
を
例
詮
し
て
も
友
愛
會
に
た
い
す
る
歴
迫

が
減
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
友
愛
會
は
大
正
六
年
八
月
一
日
、
す
な
わ
ち
友
愛
會
創
立
記
念
日
に
、
友
愛
會
會
長
鈴
木
文
治
の
名
を
も
つ

て
世
界
大
職
と
日
本
螢
働
者
の
態
度
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
た
い
す
る
友
愛
會
の
態
度
を
明
か
に
す
る
宣
言
書
を
獲
表
し
た
。
左
に
そ
の
全
文
を
か
か

げ
る
。

　
　
　
　
　
　
宣
　
言

　
　
世
界
の
大
職
開
始
せ
ら
れ
て
よ
り
鼓
に
三
年
を
脛
過
し
聯
合
諸
國
は
全
力
を
端
し
て
軍
事
に
從
ふ
と
錐
も
、
職
況
の
前
途
は
伺
ほ
箔
乎
と
し
て
津
涯
を
知
る
べ
か

　
ら
ず
。
而
し
て
此
際
、
各
國
は
皆
其
内
訂
を
避
け
、
墨
國
の
力
を
集
中
し
、
以
て
最
後
の
勝
利
を
確
保
せ
ん
こ
と
に
墨
力
し
つ
つ
あ
り
。
我
帝
國
も
曇
に
聯
合
與
國



と
行
動
を
共
に
す
る
に
至
り
て
よ
り
、
大
職
の
影
響
を
受
く
る
も
の
鮮
少
に
あ
ら
ず
、
就
中
脛
濟
界
の
關
係
を
以
て
最
も
甚
し
と
す
。
顧
ふ
に
職
後
に
於
け
る
列
彊

の
産
業
競
雫
は
一
暦
の
激
烈
を
加
ふ
る
も
の
あ
る
べ
く
、
而
し
て
其
成
敗
の
如
何
は
實
に
帝
國
々
蓮
の
溝
長
に
關
す
る
頗
る
大
な
る
も
の
あ
り
と
信
ず
。
此
間
に
庭

す
る
吾
人
勢
働
者
の
任
務
も
亦
決
し
て
輕
し
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
吾
人
は
盆
々
奮
働
努
力
し
て
各
自
職
務
に
勉
働
す
べ
き
は
勿
論
、
相
愛
互
助
、
以
て
職
後
に

備
ふ
る
所
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
元
來
資
本
螢
働
の
利
害
は
必
ず
相
一
致
す
べ
く
し
て
、
決
し
て
相
膜
離
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
吾
人
は
資
本
家
に
封
し
て
、
誠
意

と
濫
情
と
を
要
望
す
る
と
共
に
、
吾
人
瞥
働
者
も
亦
努
め
て
和
衷
協
働
の
念
あ
る
を
要
す
。
不
幸
に
し
て
相
互
の
間
に
、
意
見
を
異
に
す
る
が
如
き
場
合
あ
る
も
、

筍
く
も
輕
撃
妄
動
を
愼
み
、
穏
健
な
る
手
段
に
依
り
て
解
決
の
途
を
講
じ
以
て
此
室
前
の
時
局
に
際
し
て
墨
國
一
致
の
實
を
撃
げ
、
聯
か
國
家
の
進
運
に
寄
與
す
る

所
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
帝
國
將
來
の
進
蓮
は
脛
濟
力
の
充
實
に
あ
り
て
、
脛
濟
力
の
充
實
は
之
を
産
業
の
隆
盛
に
挨
つ
べ
く
、
而
し
て
産
業
の
隆
盛
は
實
に
資

本
笏
働
の
調
和
に
依
る
の
外
な
き
な
り
。
是
れ
吾
人
が
年
來
の
主
義
に
し
て
友
愛
會
の
本
領
亦
實
に
鼓
に
存
す
。
吾
人
は
飽
く
ま
で
正
義
を
重
じ
、
人
道
に
則
り
、

常
に
秩
序
を
尊
重
し
て
以
て
奉
公
の
微
衷
を
頚
さ
ん
と
す
。
今
や
本
會
創
立
五
周
年
記
年
日
を
迎
ふ
る
に
當
り
、
時
事
に
感
ず
る
所
あ
り
、
舷
に
季
素
の
所
懐
を
披

歴
し
、
以
て
我
が
全
國
の
同
志
に
告
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

　
　
大
正
六
年
八
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
愛
會
長
　
鈴
木
文
治

　
右
の
宣
言
の
な
か
で
、
勢
資
の
あ
い
だ
に
意
見
の
封
立
が
あ
る
場
合
で
も
、
勢
働
者
側
は
輕
墾
妄
動
を
愼
み
、
穏
健
な
る
手
段
に
よ
つ
て
解
決

し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ま
し
め
て
い
る
の
を
み
て
も
も
は
や
わ
れ
わ
れ
は
驚
か
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
勢
働
者
は
常
に
李
和
の
保
障
で
あ
る
、
戦

雫
は
螢
働
者
に
不
幸
を
も
た
ら
し
、
文
明
の
破
壊
を
も
た
ら
す
、
今
度
の
欧
洲
の
大
戦
飢
に
お
い
て
欧
洲
の
螢
働
團
艦
が
こ
れ
を
阻
止
し
え
な
か

っ
た
こ
と
を
悲
し
ま
ざ
る
を
え
な
い
、
わ
れ
ら
は
今
後
か
か
る
恨
事
を
ふ
た
た
び
く
り
返
し
て
は
な
ら
ぬ
、
わ
れ
ら
は
わ
れ
ら
の
輩
固
な
る
意
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

と
眞
實
な
る
協
力
に
よ
つ
て
、
か
か
る
滲
酷
な
る
殺
籔
事
件
を
世
界
の
表
面
か
ら
沸
拭
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
大
正
五
年
一
〇
月
、
加
州
螢

働
大
會
で
演
論
し
、
賠
衆
を
感
動
さ
せ
た
鈴
木
の
耶
和
へ
の
彊
い
願
い
を
思
い
出
し
、
そ
れ
と
こ
れ
と
が
あ
ま
り
に
も
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
に
も
驚
か
な
い
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
く
ら
い
の
宣
言
で
は
「
官
憲
井
に
資
本
家
の
疑
惑
」
を
と
く
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
友
愛
會
禽
長
鈴
木
文
治
は
再
び
「
言
ふ
迄
も
な
く
本
禽
の
趣
旨
は
、
螢
働
者
を
結
束
し
て
破
壊
的
に
資
本
家
に
當
ら
う

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
第
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
五
〇
一
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
五
〇
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
も
之
と
調
和
し
提
携
し
、
合
理
的
の
手
段
を
以
て
勢
働
者
の
地
位
の
改
善
を
圖
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
い

う
「
會
員
諸
君
に
告
ぐ
」
を
大
正
七
年
二
月
號
の
『
勢
働
及
産
業
』
誌
上
に
嚢
表
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
鈴
木
禽
長
の
名
に
お
い
て
一
つ
の
宣
言
と
一
つ
の
會
員
へ
の
警
告
を
螢
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
ほ
ど
に
世
間
の
友
愛
會
へ
の
墜
迫
は
彊
か
つ
た
。

し
か
し
友
愛
會
は
宣
言
等
で
言
明
し
た
「
螢
資
協
調
」
を
た
だ
文
字
の
上
だ
け
で
約
束
し
た
だ
け
で
な
く
、
折
L
も
日
本
の
産
業
界
に
の
し
か
か

つ
て
き
た
互
大
な
る
事
件
に
た
い
し
て
友
愛
會
本
部
は
自
か
ら
乗
り
だ
し
て
そ
の
協
調
ぶ
り
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
政
府
は
大
正
六
年
八
月
一
五
日
、
日
本
へ
の
鐵
材
輸
出
禁
止
を
し
た
。
そ
の
表
向
き
の
理
由
は
、
融
洲
大
戦
に
お
い
て
ア

メ
リ
カ
は
共
同
の
敵
を
歴
迫
し
、
最
終
の
戦
勝
を
牧
め
ん
が
た
め
に
、
船
舶
急
造
を
議
決
し
自
國
内
に
大
造
船
所
建
立
を
な
し
、
そ
の
結
果
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

て
鐵
の
輸
出
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
に
あ
つ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
日
本
全
國
の
造
船
業
者
、
資
本
家
、
實
業
家
そ
の
他
が
こ
の
解
禁
蓮
動
を
お

こ
し
た
。
こ
の
資
本
家
側
の
蓮
動
と
歩
調
を
あ
わ
せ
友
愛
會
神
戸
聯
合
會
が
ま
ず
八
月
二
九
日
臨
時
緊
急
代
議
員
會
を
開
催
し
「
米
國
鐵
類
輸
出

の
禁
止
は
帝
國
の
産
業
上
に
甚
大
な
る
打
撃
を
與
へ
殊
に
吾
人
鐵
工
業
螢
働
者
に
取
り
て
は
實
に
死
活
に
關
す
る
重
大
な
る
間
題
な
る
を
以
て
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
マ
レ

聯
合
會
は
全
國
の
同
業
者
に
激
し
極
力
解
禁
の
目
的
を
貫
徹
せ
ん
こ
と
を
期
す
」
と
の
決
議
を
し
た
。
つ
い
で
大
阪
聯
合
會
も
同
様
の
決
議
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

た
。
友
愛
會
本
部
で
は
、
解
禁
鐵
工
大
會
を
九
月
五
日
に
開
き
、
友
愛
會
鐵
工
大
會
の
名
で
紳
戸
聯
合
會
の
決
議
と
大
同
小
異
の
決
議
を
し
た
。

　
友
愛
會
鐵
工
大
會
の
決
議
に
も
と
づ
き
九
月
七
日
友
愛
會
會
長
鈴
木
文
治
の
名
を
も
つ
て
、
A
・
F
・
L
會
長
幹
目
q
①
一
Q
o
目
冨
騒
に
「
米

國
の
鐵
材
輸
出
禁
止
は
二
十
萬
の
日
本
造
船
工
及
螢
働
者
の
幸
輻
を
脅
す
こ
と
大
な
り
我
友
愛
禽
は
鼓
に
大
會
を
開
き
満
場
｝
致
の
決
議
を
以
て

貴
下
が
此
難
問
題
解
決
の
爲
め
に
御
壼
力
あ
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
」
と
い
う
電
報
を
襲
し
、
同
日
鈴
木
大
會
委
員
長
は
外
務
省
・
農
商
務
省
に
陳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

上
し
、
決
議
を
具
申
し
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
鐵
禁
輸
は
わ
が
國
鐵
工
業
螢
働
者
に
と
つ
て
死
活
に
關
す
る
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
理
由
も
た
し
か
に
こ
の
大
會
を
開
い

た
有
力
な
る
フ
ァ
ク
タ
～
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
大
會
開
催
の
理
由
の
な
か
に
は
「
勢
働
者
の
幸
幅
を
増
進
す
る
に
當
り
、
資
本
螢
働
の
協



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

力
に
依
る
の
必
要
な
る
事
を
此
場
合
に
際
し
、
充
分
自
畳
せ
し
め
る
事
」
と
い
う
意
昧
も
あ
つ
た
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
の
螢
資
協
力
を
「
充
分
自
畳
せ
し
め
る
」
封
象
が
勢
働
者
側
に
あ
つ
た
の
か
、
ま
た
資
本
家
側
に
あ
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
爾
方
に
あ
つ

た
の
か
は
つ
き
り
し
な
い
が
、
鈴
木
な
ら
び
に
友
愛
會
が
ア
メ
リ
カ
の
鐵
禁
輸
に
た
い
し
て
鐵
工
大
會
を
ひ
ら
い
た
こ
と
に
よ
つ
て
彼
等
の
意
圖

が
ど
こ
に
あ
れ
、
結
果
と
し
て
友
愛
會
に
む
か
つ
て
い
た
堅
迫
の
力
が
ゆ
る
め
ら
れ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。

　
友
愛
會
が
米
鐵
禁
輸
解
除
の
ご
と
き
運
動
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
す
こ
ぶ
る
異
常
な
こ
と
で
、
こ
の
後
更
に
幾
多
の
大
問
題
が
お
こ
つ
た
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

は
、
か
く
の
ご
と
き
大
勢
の
民
衆
の
力
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
政
治
家
の
言
葉
が
き
か
れ
た
。
友
愛
會
を
も
つ
て
逆
賊
の
團
艦
で
で
も
あ

る
か
の
よ
う
に
老
え
て
い
た
人
々
も
、
こ
の
こ
と
が
あ
つ
て
以
來
少
々
案
外
な
感
じ
を
も
つ
向
き
も
で
て
き
た
、
か
く
て
暴
風
雨
も
少
々
峠
を
越

し
た
よ
う
だ
と
鈴
木
に
は
考
え
ら
れ
た
、
方
々
で
顔
を
合
わ
せ
る
實
業
家
な
ど
で
「
大
分
近
頃
君
も
評
到
を
持
ち
直
し
た
ぞ
」
と
鈴
木
に
い
う
者

　
　
　
（
許
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

も
で
て
き
た
。
か
く
て
鈴
木
お
よ
び
友
愛
會
と
し
て
も
こ
の
こ
と
で
い
さ
さ
か
面
目
が
保
つ
こ
と
が
で
き
た
、
の
で
あ
る
。

　
灘
謳
中
傷
の
雨
の
な
か
に
あ
つ
た
友
愛
會
は
大
正
六
年
四
月
以
降
約
一
年
と
い
う
も
の
は
、
と
に
も
か
く
に
も
自
分
一
個
の
身
を
保
つ
た
め
に

從
來
の
主
張
を
曲
げ
、
大
幅
に
退
却
し
て
も
や
む
な
し
と
し
た
時
期
で
あ
つ
た
。
こ
の
理
を
曲
げ
、
逆
コ
ー
ス
を
た
ど
つ
た
「
迫
害
試
錬
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
珍
）

年
」
の
退
却
に
つ
い
て
は
「
自
分
の
経
歴
を
同
想
し
、
こ
れ
を
一
個
の
立
志
傳
に
作
り
上
げ
て
自
己
陶
酵
に
耽
る
」
く
せ
の
あ
る
鈴
木
で
も
さ
す

が
に
彼
の
牛
生
の
自
傳
そ
の
他
で
も
一
語
も
語
つ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
退
却
は
螢
働
運
動
史
全
髄
の
な
か
で
み
た
と
き
、
そ
れ
が
丈

字
通
り
の
退
却
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
慣
値
し
か
も
つ
て
い
な
か
つ
た
か
ど
う
か
は
十
分
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
鈴
木
な
ら
び
に
友
愛
會
が

階
級
闘
孚
の
旗
の
も
と
に
大
正
六
・
七
年
と
い
う
時
代
で
ま
す
ま
す
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
な
つ
て
い
つ
た
と
し
た
ら
後
の
勢
働
総
同
盟
へ
の
稜
展
は
あ

り
得
た
か
ど
う
か
。

　
（
註
1
）
　
「
最
近
の
同
盟
罷
工
と
友
愛
會
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
二
號
、
大
正
六
年
八
月
號
）

　
（
註
2
）
　
「
最
近
勢
働
界
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
三
號
、
大
正
六
年
九
月
號
）
。
な
お
こ
の
宣
言
の
前
に
「
友
愛
會
本
部
て
は
近
頃
あ
ま
り
度
々
同
盟
罷
業
の
勃
饗

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
五
〇
三
）



　
　
　
鈴
木
文
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
五
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
ロ

　
す
る
事
を
慮
り
、
之
が
爲
め
世
間
よ
り
會
の
誤
解
せ
ら
る
Σ
事
　
ら
か
ざ
る
を
遺
憾
と
し
、
豫
て
よ
り
會
の
態
度
を
鮮
明
に
し
て
官
憲
井
に
資
本
家
の
疑
惑
を
解

　
か
む
が
爲
め
一
箇
の
宣
言
書
を
起
草
し
、
本
會
に
同
情
あ
る
名
士
等
の
注
意
助
言
を
も
得
て
字
句
修
正
し
、
更
に
本
目
の
本
部
事
務
會
議
に
於
て
之
が
決
定
を
見

　
た
」
と
、
こ
れ
が
起
草
さ
れ
る
に
至
つ
た
理
由
と
経
過
と
を
記
し
て
い
る
。
本
宣
言
が
本
部
事
務
會
議
で
決
定
し
た
の
は
七
月
二
六
目
で
あ
る
。

（
註
3
）
　
前
掲
「
勢
働
大
會
出
席
の
記
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
六
五
號
）

（
註
4
）
　
「
會
員
諸
君
に
告
ぐ
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
八
號
、
大
正
七
年
二
月
號
）
。
ち
な
み
に
左
に
そ
の
全
文
を
あ
げ
よ
う

　
　
　
昨
年
八
月
一
目
本
會
創
立
記
念
日
を
以
て
、
本
會
の
趣
旨
並
に
會
員
の
心
得
に
就
て
は
、
宣
言
書
の
形
式
に
於
て
爽
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
職
の
絡
結
も

　
　
近
か
ら
ん
と
し
て
居
る
今
日
、
重
ね
て
會
員
諸
君
に
告
げ
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
世
間
に
は
本
會
を
以
て
同
盟
罷
業
の
煽
動
團
盟
の
如
く
誤
解
し
、
陰
に
陽
に
種
々
の
手
段
を
以
て
、
本
會
の
登
展
を
阻
害
せ
ん
と
し
て
居
る
向
も
　
か
ら
澱

　
　
現
歌
で
あ
る
か
ら
、
會
員
諸
君
の
行
動
は
、
最
も
愼
重
に
し
て
、
筍
く
も
輕
墨
妄
動
す
る
こ
と
は
な
く
、
世
上
の
誤
解
を
受
く
る
や
う
な
こ
と
は
、
努
め
て
避

　
　
け
ら
れ
た
い
の
で
あ
る
。
諸
君
に
し
て
何
事
か
會
吐
に
封
し
要
求
し
た
い
こ
と
で
も
あ
る
な
ら
ば
、
吟
味
に
吟
味
を
重
ね
、
熟
慮
を
加
へ
て
先
づ
以
て
代
表
者

　
　
を
立
て
、
順
序
を
踏
ん
で
、
極
く
穏
か
に
懇
談
を
試
み
ら
れ
た
い
。
事
宜
に
よ
つ
て
は
本
部
に
相
談
の
上
決
し
て
貰
ひ
度
い
の
で
、
一
時
の
感
情
に
駆
ら
れ
、

　
　
團
艦
の
威
力
を
悪
用
し
て
直
ち
に
同
盟
罷
業
の
如
き
行
動
に
出
づ
る
こ
と
は
、
極
力
避
け
て
貰
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
言
ふ
迄
も
な
く
本
會
の
趣
旨
は
、
螢
働
者

　
　
を
結
束
し
て
破
襲
的
に
資
本
家
に
當
ら
う
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
も
之
と
調
和
し
提
携
し
、
合
理
的
の
手
段
を
以
て
螢
働
者
の
地
位
の
改
善
を
圖
ら

　
　
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
と
勢
働
と
の
調
和
は
産
業
繁
榮
の
基
礎
で
あ
つ
て
、
此
問
題
の
解
決
が
つ
か
ぬ
以
上
は
、
我
國
の
戦
後
経
螢
も
成
立
た
ぬ
課
で
あ

　
　
る
。
我
等
會
員
は
十
分
に
此
鮎
を
辮
へ
て
、
此
千
載
一
遇
の
大
切
の
場
合
に
際
し
、
日
本
の
螢
働
者
と
し
て
、
日
本
の
國
民
と
し
て
、
十
二
分
に
其
本
分
を
審

　
　
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

（
註
5
）
　
「
米
鐵
禁
輸
解
除
運
動
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
四
號
、
大
正
六
年
一
〇
月
號
）

（
註
6
）
　
右
同
。
解
禁
鐵
工
大
會
決
議
丈
お
よ
び
決
議
事
項
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
決
議
丈

　
　
米
國
鐵
類
輸
出
ノ
禁
止
ハ
帝
國
ノ
産
業
上
二
甚
大
ナ
ル
打
撃
ヲ
與
へ
殊
二
吾
人
鐵
工
業
螢
働
者
二
取
リ
テ
ハ
實
二
死
活
二
關
ス
ル
重
大
問
題
ナ
ル
ヲ
以
テ
吾

　
　
人
ハ
妓
二
滴
場
一
致
極
力
解
禁
ノ
目
的
ヲ
貫
徹
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

　
　
右
決
議
ス

　
　
　
大
正
六
年
九
月
五
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
愛
會
鐵
工
大
會



㈹㈲㈲㊧◎e

　
　
こ
の
鐵
工
大
會
に
は
五
〇
〇
鯨
名
が
集
り
、
委
員
長
に
は
鈴
木
丈
治
が
就
い
た

　
は
「
米
國
の
鐵
禁
輸
」

　
す
る
決
議
を
政
府
に
具
申
し
又
は
米
國
の
同
職
組
合
に
向
つ
て
激
を
蛮
す
る
等
の
事
も
出
來
、

　
か
な
我
等
の
運
動
は
」

（
註
7
）

（
註
8
）

　
（
右
同
）
。

　
　
一
、

　
　
三
、

（
註
9
）

（
註
1
0
）

（
註
1
1
）

（
註
1
2
）

　
　
友
愛
會
鐵
工
大
會
決
議
事
項

委
員
長
ハ
本
會
ノ
決
議
ヲ
齎
シ
關
係
諸
官
省
ヲ
歴
訪
シ
米
鐵
禁
輸
解
除
ノ
爲
メ
具
陳
ス
ル
事

米
國
螢
働
同
盟
會
々
長
ゴ
ム
パ
～
ス
氏
二
電
報
ヲ
以
テ
解
禁
二
就
キ
講
力
ヲ
乞
フ
事

廣
ク
全
國
ノ
同
業
者
ト
提
携
シ
輿
論
ヲ
喚
起
シ
極
力
解
禁
ノ
目
的
ヲ
計
ル
事

本
會
ノ
蓮
動
費
ハ
豫
算
約
二
百
圓
ニ
シ
テ
寄
附
金
を
募
リ
之
レ
ニ
充
ツ
ル
事

本
會
ノ
委
員
ハ
協
議
會
二
於
テ
選
定
セ
シ
儘
ト
爲
ス
事

本
會
ノ
蓮
動
二
關
ス
ル
一
切
ノ
事
ハ
委
員
長
二
一
任
ス
ル
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
「
米
鐵
禁
輸
解
除
運
動
」
）
。
と
こ
ろ
で
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
三
號
に

　
　
　
　
　
　
と
題
し
、
「
米
國
が
鐵
の
輸
出
を
禁
止
し
た
と
云
ふ
は
近
來
の
大
事
件
で
あ
る
が
、
若
し
も
吾
人
に
鐵
工
職
人
の
組
合
あ
ら
ば
之
に
反
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
程
か
敷
果
を
及
ぽ
し
得
る
事
で
あ
り
し
な
ら
ん
に
、
遅
か
り
し

　
　
　
　
　
　
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
米
鐵
禁
輸
解
除
の
た
め
鐵
工
大
會
は
い
わ
ば
急
ご
し
ら
え
の
も
の
で
あ
つ
た
。

「
禁
鐵
問
題
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
四
號
、
大
正
六
年
一
〇
月
號
）

鈴
木
は
「
鐵
工
大
會
開
催
の
理
由
」
を
三
つ
あ
げ
て
い
る
。
本
丈
に
あ
げ
た
の
は
そ
の
第
二
の
理
由
で
あ
る
。
あ
と
二
つ
の
理
由
は
左
の
通
り
で
あ
る

米
鐡
禁
輸
問
題
の
眞
因
を
明
か
に
し
、
勢
働
肚
會
は
勿
論
一
般
杜
會
を
し
て
徹
底
的
の
理
解
を
與
ふ
る
事
。

禁
輸
解
決
を
決
行
し
て
、
豫
め
日
本
螢
働
界
の
不
安
を
除
く
に
蓋
力
す
る
事
。

小
山
東
助
（
衆
議
院
議
員
、
憲
政
會
所
屡
）
「
禁
鐵
“
友
愛
會
“
職
後
“
畳
悟
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
四
號
、

前
掲
「
年
末
に
際
し
て
二
百
」

前
掲
「
迫
害
試
練
の
一
年
」

吉
野
作
造
「
鈴
木
丈
治
の
素
描
ー
序
丈
に
代
へ
て
奮
稿
を
録
す
ー
」
（
前
掲
『
勢
働
蓮
動
二
十
年
』
七
頁
）

大
正
六
年
一
〇
月
號
）

五

以
上
わ
れ
わ
れ
は
大
正
六
・
七
年
と
い
う
時
代
を
限
つ
て
、

　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動

こ
の
期
に
お
い
て
鈴
木
文
治
と
友
愛
會
は
ど
の
よ
う
な
構
え
を
し
め
し
て
い
た
か

五
九

（
五
〇
五
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
蓮
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
（
五
〇
六
）

み
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
大
正
六
・
七
年
と
い
え
ば
、
こ
の
時
代
史
の
研
究
に
何
は
お
い
て
も
忘
れ
て
な
ら
な
い
外
と
内
と
の
二
大
事
件
が
あ

る
。
そ
れ
は
大
正
六
年
の
ロ
シ
ア
革
命
で
あ
り
、
大
正
七
年
の
米
騒
動
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事
件
は
鈴
木
文
治
と
友
愛
會
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
あ
た
え
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
は
ね
か
え
つ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
、
、
と
い
う
黙
に
つ
い
て
検
討
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　
ま
ず
β
シ
ア
革
命
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
こ
そ
鈴
木
も
「
大
正
六
年
三
月
以
來
の
露
國
革
命
及
び
之
に
績
い
た
濁
填
旬

の
革
命
は
無
産
階
級
に
封
し
て
異
常
な
衝
動
を
與
へ
た
。
一
時
駄
洲
諸
國
を
蔽
ふ
た
革
命
的
氣
蓮
は
將
に
全
世
界
に
撞
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
ユ
）

は
し
む
る
も
の
が
あ
つ
た
」
と
、
こ
の
革
命
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
革
命
が
お
こ
つ
た
當
時
に
お
い
て
は
鈴
木

を
は
じ
め
友
愛
會
の
幹
部
は
誰
一
人
と
し
て
こ
れ
に
積
極
的
な
共
鳴
は
も
と
よ
り
、
す
こ
し
の
喜
色
す
ら
み
せ
て
い
な
い
。
あ
え
て
獣
殺
と
い
う

態
度
が
鈴
木
を
は
じ
め
、
友
愛
會
幹
部
の
そ
れ
で
あ
つ
た
。

　
た
だ
一
度
だ
け
三
月
革
命
に
つ
い
て
一
人
の
友
愛
會
幹
部
は
意
見
を
の
べ
た
が
、
そ
れ
は
「
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
閣
下
僕
は
杜
禽
黛
が
嫌
ひ
で
す
。

菅
に
日
本
の
上
下
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
凡
そ
世
界
の
何
塵
の
國
に
於
て
も
、
極
端
な
杜
會
主
義
を
實
行
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
る
が
故
に
、
更

に
又
肚
會
主
義
は
軍
に
一
個
の
ア
イ
デ
ア
リ
ス
ト
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
故
に
、
而
し
て
彼
等
は
多
く
の
場
合
何
物
に
向
つ
て
も
反
感
を
以
て
臨

み
、
何
事
に
謝
し
て
も
狭
量
な
る
誤
解
と
頑
な
な
る
主
観
を
逞
く
す
る
の
ほ
か
、
彼
等
に
何
等
の
實
力
の
な
き
が
故
、
僕
は
祉
會
主
義
者
が
嫌
ひ

で
あ
り
ま
す
（
中
略
）
僕
等
が
友
愛
禽
の
運
動
を
や
つ
て
居
る
の
は
、
日
本
を
し
て
露
西
亜
の
や
う
に
混
飢
に
陥
れ
し
め
ざ
ら
ん
が
爲
で
あ
り
ま

す
。
勢
働
階
級
の
智
識
を
増
し
、
品
位
を
高
め
賃
銀
を
檜
し
、
時
間
の
鯨
裕
を
與
へ
、
か
く
し
て
勢
働
階
級
に
愚
劣
と
、
不
義
と
、
不
李
と
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詳
2
）

秩
序
の
な
い
や
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
忠
君
で
あ
り
、
最
上
の
愛
國
的
行
動
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う

も
の
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
ロ
シ
ア
革
命
に
た
い
す
る
友
愛
會
幹
部
の
唯
一
の
反
鷹
、
し
か
も
否
定
の
反
慮
で
あ
つ
た
。
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
内
閣
に
た

い
し
て
さ
え
か
く
の
ご
と
し
で
あ
る
、
い
わ
ん
や
レ
ー
ニ
ン
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
革
命
に
お
い
て
は
ま
つ
た
く
沈
獣
を
守
つ
た
。
こ
の
沈
獣
は
た



し
か
に
鈴
木
を
は
じ
め
お
し
な
べ
て
す
べ
て
の
幹
部
が
「
肚
會
蕪
が
嫌
ひ
」
だ
か
ら
と
い
う
理
由
に
も
よ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
沈
黙
は
風
當
り
の

強
い
友
愛
禽
を
守
る
た
め
の
方
法
で
も
あ
つ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
大
正
七
年
、
米
騒
動
が
お
こ
つ
た
と
き
、
鈴
木
は
満
洲
地
方
各
支
部
の
招
待
に
鷹
じ
て
満
洲
一
圓
を
巡
遊
中
で
あ
つ
た
。
騒
動
の
報
を
満
洲
の

地
で
き
い
た
と
き
、
彼
が
ま
ず
必
配
し
た
の
は
友
愛
禽
會
員
で
こ
れ
に
参
加
し
た
も
の
が
多
敷
に
の
ぼ
り
は
し
ま
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
つ

た
。　

「
此
度
の
騒
動
の
起
つ
た
時
は
私
は
奉
天
に
あ
つ
た
、
朝
鮮
ま
で
來
て
も
事
實
の
眞
相
は
術
不
明
瞭
で
あ
つ
た
。
二
十
一
日
編
京
の
後
に
梢
々

　
眞
相
を
知
つ
た
。
而
し
て
私
の
最
も
心
配
し
た
こ
と
は
、
不
圖
し
た
な
ら
我
全
國
の
會
員
中
に
こ
れ
に
關
係
せ
る
者
多
籔
に
上
り
は
し
ま
い
か

　
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
私
は
種
々
の
方
法
で
報
告
を
集
め
た
が
、
其
結
果
は
實
に
全
國
百
二
十
飴
の
支
部
の
會
員
中
、
殆
ん
ど
一
人
も
騒
動

　
に
参
加
し
た
者
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
私
は
兵
庫
縣
の
警
察
部
長
に
も
、
神
奈
川
縣
の
警
察
部
長
に
も
警
覗
靡
の
特
別
高
等
課
長
に

　
も
會
見
し
た
が
、
い
づ
れ
も
友
愛
會
員
の
無
關
係
な
る
こ
と
を
明
言
さ
れ
た
。
更
に
九
月
七
日
永
田
警
保
局
長
を
訪
問
し
た
が
、
局
長
は
『
此

　
度
の
騒
動
に
は
友
愛
會
の
會
員
が
猫
り
参
加
し
な
か
つ
た
の
み
な
ら
ず
寧
ろ
其
態
度
の
沈
着
で
あ
つ
た
こ
と
を
認
め
る
』
と
明
言
さ
れ
た
の
で

　
（
註
3
）

　
あ
る
。
」

　
鈴
木
の
得
意
は
絶
頂
に
達
し
た
。
騒
動
に
は
在
郷
軍
人
か
ら
現
役
の
水
兵
ま
で
こ
れ
に
参
加
し
た
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
頃
ス
ト
ラ
イ

キ
の
煽
動
者
、
謀
反
の
張
本
人
で
あ
る
と
悪
評
さ
れ
て
い
た
友
愛
會
か
ら
は
一
人
の
参
加
者
も
で
な
か
つ
た
で
は
な
い
か
、
そ
も
そ
も
今
同
の
騒

動
は
米
慣
の
高
騰
に
も
原
因
が
あ
ろ
う
が
、
何
と
い
つ
て
も
そ
れ
は
日
本
國
民
こ
と
に
庶
民
階
級
に
共
同
生
活
の
訓
練
が
欲
け
て
い
る
か
ら
で
あ

る
、
友
愛
會
の
よ
う
に
李
常
勢
働
者
に
穏
健
に
そ
し
て
合
理
的
に
と
訓
練
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
一
人
の
騒
動
参
加
者
も
で
な
い
、
友
愛
會
が

實
際
に
如
何
に
役
立
つ
か
は
今
度
の
騒
動
で
明
か
に
な
つ
た
で
は
な
い
か
、
と
鈴
木
は
自
慢
し
た
。

　
こ
の
米
騒
動
と
い
い
、
ま
た
・
シ
ア
革
命
と
い
い
、
こ
れ
ら
に
た
い
す
る
友
愛
會
幹
部
の
態
度
は
以
上
み
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
　
（
五
〇
七
）



　
　
　
鈴
木
文
治
と
大
正
勢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
　
（
五
〇
八
）

ら
友
愛
禽
の
な
か
で
は
、
あ
る
い
は
も
っ
と
底
深
い
と
こ
ろ
で
は
幹
部
の
動
き
と
は
異
つ
た
動
き
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
簡
軍
に
記

し
て
本
稿
を
終
ろ
う
。

　
た
と
え
ば
ロ
シ
ア
革
命
に
つ
い
て
は
、
そ
の
三
月
革
命
は
比
較
的
わ
が
國
で
は
好
感
を
も
つ
て
迎
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
す
ら
友
愛
會
の
一

幹
部
は
こ
れ
が
杜
會
主
義
者
の
革
命
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
拒
否
し
、
他
の
幹
部
は
誰
一
人
と
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
獲
言
す
る
者
は
な
か
つ
た
。

し
か
し
こ
れ
が
友
愛
會
の
す
べ
て
で
は
な
か
つ
た
。
『
螢
働
及
産
業
』
の
編
集
者
野
坂
鐵
（
参
…
は
「
露
西
亜
革
命
の
感
想
」
に
つ
い
て
、
會
員

か
ら
懸
賞
論
文
を
募
集
し
た
。
こ
の
こ
と
自
艦
が
す
で
に
非
友
愛
禽
的
で
あ
る
が
こ
れ
に
入
選
し
た
論
文
の
二
等
は
「
生
ぎ
る
光
明
を
與
へ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詳
4
）

り
」
で
あ
り
、
佳
作
は
「
民
衆
の
威
力
」
で
あ
つ
て
、
共
に
革
命
を
た
た
え
る
か
同
情
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
友
愛
會
の
中
に
ま

つ
た
く
異
質
な
も
の
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
米
騒
動
は
庶
民
階
級
の
訓
練
不
足
か
ら
震
生
す
る
の
だ
と
鈴
木
が
巻
頭
論
文
に
書
い
た
『
螢
働
及
産
業
』
の
號
の
第
一
頁
に
編
集
者
野
坂

は
河
上
肇
博
士
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
へ
寄
せ
た
文
を
轄
載
し
た
。
そ
こ
に
は
「
今
同
の
事
件
を
以
て
、
軍
に
米
償
問
題
と
看
徹
さ
ず
し
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

は
日
本
全
國
に
彌
漫
せ
る
経
濟
的
弱
者
の
不
雫
が
、
偶
米
贋
問
題
て
ふ
具
髄
的
の
形
態
を
以
て
爆
護
し
た
る
に
過
ぎ
」
ず
、
と
あ
る
。
ま
た
野
坂

自
身
も
「
實
に
欧
洲
戦
箏
開
始
以
來
所
謂
成
金
輩
の
爲
し
來
つ
た
態
度
は
檜
み
て
も
飴
り
あ
る
も
の
が
あ
つ
た
。
併
し
乍
ら
、
そ
れ
等
の
資
本
家

達
が
彼
等
の
唯
一
の
力
！
金
カ
ー
を
濫
り
に
用
ひ
て
豪
奢
を
極
め
た
の
が
悪
い
こ
と
な
ら
ば
、
螢
働
者
階
級
が
彼
等
の
唯
一
の
カ
ー
腕
力

1
を
濫
り
に
用
ひ
て
他
人
の
家
を
嶢
き
財
産
を
殿
ち
て
飢
暴
を
働
い
た
こ
と
も
等
し
く
悪
い
こ
と
だ
（
中
略
）
斯
う
し
て
考
へ
て
來
る
な
ら
ば
、

政
府
も
悪
い
、
政
黛
員
も
悪
い
、
資
本
家
階
級
も
悪
い
、
螢
働
者
階
級
も
悪
い
、
何
人
も
彼
も
多
少
の
罪
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
し
か
し
叉

何
人
に
も
無
理
は
な
い
、
仕
方
が
な
か
つ
た
の
だ
と
考
へ
る
な
ら
ば
矢
張
り
そ
の
通
り
で
あ
る
、
何
人
に
も
罪
は
な
い
、
何
人
も
悪
く
は
な
か
つ

　
（
註
6
）

た
の
だ
」
と
書
い
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
騒
動
に
参
加
し
た
螢
働
者
へ
の
野
坂
の
援
護
射
撃
で
あ
つ
た
が
、
こ
こ
ま
で
踏
み
切
つ
た
野
坂
と
庶
民

の
訓
練
不
足
論
を
と
な
え
て
い
る
鈴
木
と
の
あ
い
だ
に
は
何
人
に
も
見
得
る
さ
け
目
が
生
じ
て
い
た
。



　
鈴
木
文
治
は
、
大
正
元
年
八
月
一
日
友
愛
會
を
結
成
し
て
い
ら
い
多
少
の
動
揺
は
あ
つ
て
も
こ
れ
ま
で
榮
資
協
調
の
線
は
守
つ
て
き
た
と
大
雑

把
に
い
つ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
ロ
シ
ア
革
命
と
米
騒
動
と
い
う
世
界
的
ま
た
國
内
的
艦
験
は
鈴
木
の
傘
下
か
ら
鈴
木
の
い
う
螢
資
協
調
の
線

を
突
き
破
つ
て
前
進
し
よ
う
と
い
う
青
年
分
子
を
生
ん
だ
。
そ
の
青
年
分
子
と
し
て
は
さ
き
に
は
野
坂
鐵
一
人
を
あ
げ
た
だ
け
だ
が
、
麻
生
久
、

棚
橋
小
虎
と
い
う
新
し
い
氣
鏡
に
満
ち
充
ち
た
青
年
た
ち
も
友
愛
會
に
入
會
し
て
い
た
。
麻
生
は
大
正
六
年
七
月
の
『
螢
働
及
産
業
』
に
「
我
等

は
何
を
な
す
べ
き
か
」
を
書
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
牛
年
前
の
東
日
紙
上
に
「
ピ
ー
タ
ー
か
ら
レ
ー
ニ
ン
ま
で
」
と
い
う
七
同
に
わ
た
る
論
文
を
書

い
て
こ
の
革
命
の
成
果
を
た
た
え
、
衣
の
時
代
は
肚
會
主
義
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
言
い
切
つ
て
い
る
。
鈴
木
文
治
と
野
坂
・
麻
生
・
棚
橋
等
と

の
あ
い
だ
の
間
隙
は
安
定
し
た
肚
會
で
あ
つ
た
な
ら
ば
鈴
木
の
吸
引
力
に
よ
つ
て
青
年
た
ち
が
ひ
き
よ
せ
ら
れ
て
埋
ま
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
大
正
八
年
は
太
李
洋
戦
雫
終
結
に
至
る
ま
で
の
日
本
史
上
室
前
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
襲
し
た
年
で
あ
つ
た
。
鈴
木
は
青
年
達
の
方
へ
自
ら
歩

を
進
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
間
隙
を
埋
め
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

「
鈴
木
文
治
と
大
旺
勢
働
蓮
動
」
は
三
同
で
終
ら
せ
る
豫
定
で
あ
つ
た
。
し
か
し
鈴
木
文
治
の
い
う
友
愛
禽
の

か
っ
た
。
鈴
木
の
い
う
「
飛
躍
時
代
」
（
大
正
八
年
以
降
）
以
降
は
改
め
て
起
稿
し
た
い
（
3
4
・
4
・
2
）
。

「
創
業
時
代
」
ま
で
し
か
書
け
な

（
註
1
）
　
「
勢
働
蓮
動
問
題
」
（
『
ア
ル
プ
丈
化
大
講
座
』
第
四
巻
所
牧
、
嚢
行
所
、
登
行
年
月
未
詳
）
一
二
頁
。
ま
た
「
明
治
大
正
勢
働
蓮
動
史
一
（
『
明
治
大
正
史
」

　
第
三
巻
所
牧
、
昭
和
四
年
、
實
業
之
目
本
杜
）
に
も
「
欧
洲
諸
國
の
無
産
階
級
革
命
の
事
實
は
わ
が
國
の
勢
働
階
級
に
或
種
の
驚
異
と
勇
氣
と
を
與
へ
、
ま
た
こ

　
の
革
命
的
氣
運
は
近
き
將
來
に
於
て
全
世
界
を
蔽
ふ
の
で
は
な
い
か
と
の
豫
感
を
わ
が
國
の
急
進
知
識
階
級
や
自
畳
せ
る
勢
働
者
に
感
せ
し
め
た
」
（
三
八
二
頁
）

　
と
も
い
つ
て
い
る
。

（
註
2
）
　
坂
本
正
雄
「
露
國
の
絡
理
大
臣
ケ
レ
ン
ス
キ
ー
に
與
ふ
る
の
書
」
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
七
三
號
、
大
正
六
年
九
月
號
）
。
坂
本
は
『
友
愛
新
報
』
か
『
勢

　
働
及
産
業
』
と
改
題
さ
れ
た
第
三
九
號
か
ら
第
七
四
號
ま
で
そ
の
編
集
を
主
宰
し
て
い
た
。

（
註
3
）
　
「
米
騒
動
と
友
愛
會
㎞
（
『
勢
働
及
産
業
』
第
八
六
號
、
大
正
七
年
一
〇
月
號
）

　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
運
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
（
五
〇
九
）



　
　
　
鈴
木
丈
治
と
大
正
螢
働
運
動

（
註
4
）
　
『
螢
働
及
産
業
』
第
八
六
號
（
大
正
七
年
一
〇
月
號
）
。
こ
の
懸
賞
論
丈
に
は
一
等
は
な
か
つ
た
。

　
載
し
て
い
る
。

（
註
5
）
　
前
掲
『
勢
働
及
産
業
』
第
八
六
號

（
註
6
）
　
「
何
人
が
悪
い
の
で
も
な
い
」
（
右
同
『
勢
働
及
産
業
』
）

　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
　
（
五
一
〇
）

な
お
第
八
七
號
に
も
「
露
西
亜
革
命
の
感
想
」
丈
を
掲

後
記
　
私
の
こ
の
研
究
と
非
常
に
關
係
あ
る
論
文
が
す
で
に
松
尾
貧
公
ん
氏
に
よ
つ
て
二
篇
獲
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
つ
た
。
す
な
わ
ち
　
「
友
愛
會
の
獲
展
過
程

！
第
一
次
大
戦
下
に
お
け
る
内
的
魑
換
と
成
長
ー
」
（
『
史
林
』
第
四
〇
巻
第
六
號
、
一
九
五
七
年
二
月
）
お
よ
び
「
大
日
本
螢
働
絡
同
盟
友
愛
會
の
成

　
立
！
友
愛
會
史
論
⇔
ー
ー
」
（
『
人
丈
學
報
』
第
八
號
、
昭
和
三
三
年
三
月
）
で
あ
る
。
松
尾
氏
の
研
究
を
拝
見
し
て
い
く
つ
か
教
え
ら
れ
る
馳
が
あ
つ
た
。
ま

　
た
川
口
浩
氏
も
「
大
正
八
年
に
お
け
る
友
愛
會
の
闘
雫
主
義
へ
の
韓
換
の
樫
緯
e
」
（
『
政
治
経
濟
論
叢
』
第
八
巻
第
四
號
）
を
最
近
護
表
さ
れ
た
。
爾
氏
の
研

　
究
に
學
び
私
の
三
同
に
わ
た
る
論
文
の
補
完
を
將
來
期
し
た
い
。
（
初
校
を
終
え
て
　
5
．
1
5
）


